
IPサービスレベル契約の実装

IPサービスレベル契約（IP SLA）は、Cisco IOS XRソフトウェアを実行するほとんどのデバ
イスに組み込まれているテクノロジーのポートフォリオであり、ユーザはネットワークアセス

メントの実行、Quality of Service（QoS）の検証、新しいサービスの容易な展開、ネットワーク
のトラブルシューティングに関する管理者の支援を行うことができます。

この章では、この機能の詳細と、この機能の設定に必要なさまざま手順について説明します。

この章では、次のトピックについて取り上げます。

• IPサービスレベル契約テクノロジーの概要（1ページ）
• IPサービスレベル契約を実装する前提条件（4ページ）
• IPサービスレベル契約の実装の制限（4ページ）
• IPサービスレベル契約によるネットワークパフォーマンスの測定（5ページ）
• IPサービスレベル契約の動作タイプ（7ページ）
• IP SLAの VRFサポート（8ページ）
• IP SLA：予防的しきい値モニタリング（8ページ）
• Two-Way Active Measurement Protocol（TWAMP）（10ページ）
• TWAMP Light（13ページ）
• MPLS LSPモニタリング（15ページ）
• LSPパスディスカバリ（18ページ）
• IPサービスレベル契約の実装方法（19ページ）
• IPサービスレベル契約を実装するための設定例（85ページ）

IPサービスレベル契約テクノロジーの概要
IP SLAは、連続的で、信頼でき、予測可能な方法でトラフィックを生成する、アクティブト
ラフィックモニタリングを使用してネットワークのパフォーマンスを測定します。IP SLAは
ネットワークにデータを送信し、複数のネットワーク間あるいは複数のネットワークパス内の

パフォーマンスを測定します。ネットワークデータおよび IPサービスをシミュレーションし、
ネットワークパフォーマンス情報をリアルタイムで収集します。次の情報が収集されます。

•応答時間
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•単方向遅延、ジッター（パケット間の遅延のばらつき）

•パケット損失

•ネットワークリソースのアベイラビリティ

IP SLAは、ルータ間またはルータとネットワークアプリケーションサーバなどのリモート IP
デバイスの間で、トラフィックを生成および分析してパフォーマンスを測定することにより、

アクティブモニタリングを行います。さまざまな IP SLA動作によって得られる測定統計情報
は、トラブルシューティング、問題分析、ネットワークトポロジの設計に使用します。

この項では、次のトピックについて取り上げます。

サービスレベル契約

インターネットショッピングはこの数年で急激に成長し、テクノロジーの進化により高速で信

頼性の高いインターネットアクセスが提供されるようになりました。多くの機能がオンライン

アクセスを必要とし、その業務のほとんどをオンラインで行っており、サービスが失われると

企業の収益に影響を与えることがあります。インターネットサービスプロバイダー（ISP）だ
けでなく、社内の IT部門も、定義されたサービスレベル（サービスレベル契約）を提供し、
顧客にある程度の予測性を提供するようになっています。

ネットワーク管理者は、アプリケーションソリューションをサポートするサービスレベル契

約をサポートする必要があります。「図 1 :従来のサービスレベル契約と IP SLAの範囲（2
ページ）」に、アプリケーションのサポートも含め、エンドツーエンドのパフォーマンス測定

をサポートするために、IP SLAがどのように従来のレイヤ 2サービスレベル契約の概念を取
り込み、より広い範囲に適用しているかを示します。

•アプリケーションおよび IP SLAの処理速度が対応している場合は、IP SLAフローエント
リのフローレートを最大で 1500に指定できます。

• IP SLAの高パフォーマンスの動作を実現するには、同じデバイスにおける複数の IP SLA
動作に同じ送信元ポートと宛先ポートを再利用しないようにします（特に大規模な場合）。

（注）

図 1 :従来のサービスレベル契約と IP SLAの範囲
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次の表に、IP SLAの従来のサービスレベル契約に対する改良点の一覧を示します。

表 1 :従来のサービスレベル契約に対する IP SLAの改良点

説明改良の種類

ネットワークの端からもう一方の端までパフォーマンスを測定できるこ

とにより、エンドユーザによるネットワーク利用状況をより広い到達範

囲でより正確に表現できます。

エンドツーエンド測

定

遅延、ジッター、パケットシーケンス、レイヤ 3接続、パスとダウン
ロード時間などの双方向のラウンドトリップの数値に詳細化される統計

情報により、レイヤ2リンクの帯域幅だけよりも詳細なデータが得られ
ます。

詳細化

ネットワークパフォーマンスのわずかな変化にも影響を受けやすいア

プリケーションは、ミリ秒以下の単位での IP SLAの測定精度を必要と
します。

精度

IP SLAは、大きいネットワーク内で既存のシスコデバイスを活用する
ことにより、従来のサービスレベル契約で必要になることが多い物理

的な動作よりも、簡単に実装されます。

展開の簡易化

IP SLAは、レイヤ 3からレイヤ 7の上で動作するアプリケーションに
よって生成されたパフォーマンス統計情報をシミュレートおよび測定で

きます。従来のサービスレベル契約では、レイヤ 2パフォーマンスし
か測定できません。

アプリケーション認

識型の監視

IPSLAは、ローエンドからハイエンドまでのルータとスイッチに及ぶ、
シスコネットワーキングデバイスでサポートされています。この幅広

い展開により、IP SLAは、従来のサービスレベル契約よりも高い柔軟
性を備えています。

普及

IPサービスレベル契約の利点
次の表に、IP SLAを実装することの利点の一覧を示します。

表 2 : IP SLAの利点の一覧

説明利点

サービスレベル契約モニタリング、評価、および検証の

提供

IP SLAのモニタリング

ネットワーク内のジッター、遅延、パケット損失が測定

できる。また、IPSLAは、予防的な通知に加えて、連続
的で、信頼性が高く、予測可能な測定を提供します。

ネットワークパフォーマンスモニ

タリング。
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説明利点

既存の QoSが新しい IPサービスに対して十分であるこ
との検証

IPサービスネットワーク稼働状態
評価

問題をただちに特定し、トラブルシューティング時間を

節約する、一貫し、信頼性が高い測定を提供します。

ネットワーク動作のトラブルシュー

ティング

IPサービスレベル契約を実装する前提条件
一般的なネットワーキングプロトコルおよび特定のネットワーク設計の知識が必要です。ネッ

トワーク管理アプリケーションについての知識が役立ちます。すべての動作を同時にスケジュー

リングすると、パフォーマンスに悪影響を及ぼすおそれがあるため、お勧めしません。

適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユーザグループに属している必
要があります。このコマンドリファレンスには、各コマンドに必要なタスク IDが含まれま
す。ユーザグループの割り当てが原因でコマンドを使用できないと考えられる場合、AAA管
理者に連絡してください。

IPサービスレベル契約の実装の制限
• Cisco IOS XRソフトウェアでサポートされている IP SLA動作の最大数は 2048です。

• Cisco IOS XRソフトウェアでサポートされている IP SLA設定可能操作の最大数は 2000で
す。

•同じ開始時刻にすべての操作をスケジューリングすることは、パフォーマンスに影響する
可能性があるため、推奨しません。開始時間が同じ場合は、1秒あたりの操作数を10以下
にスケジューリングする必要があります。start afterコンフィギュレーションを使用す

ることをお勧めします。

頻度を 60秒未満に設定すると、送信されるパケット数が増加し
ます。しかし、スケジュールされた動作の開始時刻が同じ場合、

IP SLA動作のパフォーマンスに悪影響を与える可能性がありま
す。

（注）

• IP SLAは HAに対応していません。

• frequency、timeout、および thresholdコマンドを設定する前に、次のガイドラインを検討し
てください。

•制御無効モードでは、制御有効モードと比較すると、IP SLAの拡張性が向上します。
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IPサービスレベル契約によるネットワークパフォーマン
スの測定

IP SLAは、ルータなどの 2台のネットワーキングデバイス間のネットワークパフォーマンス
を測定するために、生成されたトラフィックを使用します。「図 2 : IP SLAの動作（5ペー
ジ）」に、IP SLAデバイスが宛先デバイスに生成パケットを送信するときに IP SLAが開始さ
れる手順を示します。宛先デバイスがパケットを受信した後、動作が IP SLAコンポーネント
を受信側（たとえば IP SLAレスポンダ）で使用している場合、応答パケットにはターゲット
デバイスでの遅延に関する情報が含まれています。送信元デバイスはこの情報を使用して測定

の精度を向上させます。IP SLA動作は、動作にユーザデータグラムプロトコル（UDP）など
の特定のプロトコルを使用した、送信元デバイスからネットワークの宛先へのネットワーク測

定です。

図 2 : IP SLAの動作

IP SLAネットワークパフォーマンス測定を実現するためには、次のタスクを実行します。

1. 必要に応じて IP SLAレスポンダをイネーブルにします。

2. 必要な IP SLA動作タイプを設定します。

3. 指定された IP SLA動作タイプのオプションを設定します。

4. 必要であれば、応答条件を設定します。

5. 動作の実行をスケジュールします。その後、一定の時間動作を実行して統計情報を収集し
ます。

6. Cisco IOS-XRソフトウェアのCLIまたはXMLを使用して、またはNMSシステムで SNMP
を使用して、動作の結果を表示および解釈します。

ここでは、次の内容について説明します。
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IP SLAレスポンダおよび IP SLA制御プロトコル
IP SLAレスポンダは宛先シスコルーティングデバイスに組み込まれたコンポーネントで、シ
ステムが IP SLA要求パケットを予想して応答します。IP SLAレスポンダは、高い測定精度を
提供します。特許取得済みの IP SLA制御プロトコルは、IP SLAレスポンダによって使用さ
れ、応答側がどのポートで待ち受けと応答を行うか応答側に通知するメカニズムを提供しま

す。Cisco IOS XRソフトウェアデバイスまたはその他のシスコプラットフォームのみが宛先
IP SLAレスポンダの送信元になることができます。

図 2 : IP SLAの動作（5ページ）に、IP SLAレスポンダが IPネットワークのどこに適してい
るかを示します。IP SLAレスポンダは、IP SLA動作から送信されたコントロールプロトコル
メッセージを指定されたポートで受信します。レスポンダは、制御メッセージを受信すると、

制御メッセージで指定された UDPポートを指定された期間イネーブルにします。この間に、
レスポンダは要求を受け付け、応答します。応答側は、IP SLAパケットに応答した後、ある
いは指定された期間が経過すると、ポートをディセーブルにします。セキュリティを強化する

ために、コントロールメッセージのMD5認証も使用できます。

IP SLAレスポンダは、ソケットを開いてローカルパケット転送サービス（LPTS）をプログラ
ムするために少なくとも 1秒必要です。したがって、IP SLAタイムアウトを少なくとも 2000
ミリ秒に設定します。

（注）

UDPジッター操作では IP SLAレスポンダを使用する必要があります。ターゲットルータです
でに提供されているサービスが選択された場合、IP SLAレスポンダをイネーブルにする必要
はありません。シスコ以外のデバイスの場合は、IPSLAレスポンダを設定できず、IPSLAは、
それらのデバイスにネイティブなサービスのみに動作パケットを送信できます。

IP SLAの応答時間の計算
他の優先順位が高いプロセスにより、ルータは着信パケットを処理するために数十ミリ秒を要

します。テストパケットへの応答が処理を待つ間キューに格納される可能性があるため、この

遅延は応答時間に影響を与えます。この場合、応答時間は正しいネットワーク遅延を反映しま

せん。IP SLAは、送信元ルータとターゲットルータ上でこれらの処理遅延を最小化し、真の
ラウンドトリップ遅延を判定します（IP SLAレスポンダが使用されている場合）。一部の IP
SLAプローブパケットには、測定をより正確にするために、最終的な計算で使用される遅延
情報が含まれています。

IP SLAレスポンダをイネーブルにすると、ターゲットデバイスは、パケットがインターフェ
イスに到着した時点と出て行く時点の両方でタイムスタンプを取得し、統計情報を計算すると

きにそれを考慮します。このタイムスタンプ処理は、ミリ秒以下の単位で行われます。

図 3 : IP SLAレスポンダのタイムスタンプ処理（7ページ）に、レスポンダの動作を示しま
す。T3は、応答パケットが IP SLAレスポンダノードで送信された時刻であり、T1は送信元
ノードで要求が送信された時刻です。RTTを算出するためのタイムスタンプが 4つ付けられ
ます。ターゲットルータでレスポンダ機能がイネーブルの場合、タイムスタンプ 3（TS3）か
らタイムスタンプ 2（TS2）を引いてテストパケットの処理にかかった時間を求め、デルタ
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（Δ）で表します。次に全体のRTTからこのデルタの値を引きます。精度を高めるため、優先
度が高いパスで着信タイムスタンプ 4（TS4）が取得される送信元ルータ上で、同じ原理が IP
SLAによって適用されることに注意してください。

図 3 : IP SLAレスポンダのタイムスタンプ処理

IP SLA動作のスケジューリング
IPSLA動作の設定が完了したら、その動作をスケジューリングして、統計情報の取得とエラー
情報の収集を開始する必要があります。動作をスケジューリングすると、動作はただちに開始

されるか、特定の月の特定の日に開始されます。また、動作を保留状態にすることができま

す。これは、その動作が、トリガーされるのを待つ反応（しきい値）動作である場合に使用さ

れます。IP SLA動作の通常のスケジューリングでは、一度に 1つの動作をスケジューリング
できます。

IPサービスレベル契約の動作タイプ
IP SLAは、さまざまなタイプの動作を設定して、応答時間、ジッター、スループット、およ
びパケット損失を測定します。また、各動作は複数のアプリケーションにマッピングされま

す。

次の表に、さまざまな動作タイプの一覧を示します。

表 3 : IP SLAのための動作タイプ

説明動作

ラウンドトリップ遅延を測定し、UDPトラフィックの応答時間を正確に測
定するために役立ちます。

UDPエコー

ラウンドトリップ遅延、単方向遅延、単方向ジッター、双方向ジッター、

単方向パケット損失を測定します。

UDPジッター

パス全体のラウンドトリップ遅延を測定します。ICMPエコー

ルータとネットワーク上の任意の IPデバイスの間のホップバイホップの応
答時間を計算します。パスは tracerouteアルゴリズムを使用して検出され、
送信元ルータとパス内の各中間ホップの間の応答時間が測定されます。送

信元デバイスと宛先デバイスの間に複数の等コストルートがある場合、

ICMPパスエコー動作は、設定可能なルーズソースルーティング（LSR）
オプションを使用していずれかのパスを選択します。

ICMPパスエコー

IPサービスレベル契約の実装
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説明動作

IPネットワーク内のホップバイホップジッター、パケット損失、および遅
延測定統計情報を測定します。

ICMPパスジッ
ター

ラベルスイッチドパス（LSP）の接続をテストし、MPLSネットワーク内
のLSPのラウンドトリップ遅延を測定します。次のForwardingEquivalence
Class（FEC）がサポートされています。

• IPv4ラベル配布プロトコル（LDP）

•トラフィックエンジニアリング（TE）トンネル

•疑似回線

エコー要求は、FECに属する他のパケットと同じデータパスに沿って送信
されます。エコー要求パケットがパスの終端に達すると、出力のラベルス

イッチングルータ（LSR）のコントロールプレーンに送信されます。LSR
は、それが本当にFECの出力であることを確認し、MPLSパスを確認する
FECに関する情報が格納されているエコー応答パケットを送信します。デ
フォルトの VRFテーブルのみがサポートされています。

MPLS LSP ping

LSPパスのホップバイホップのルートをトレースし、MPLSネットワーク
内の IPv4 LDPプレフィックスと TEトンネル FECのホップバイホップの
ラウンドトリップ遅延を測定します。

エコー要求パケットは、各中継 LSRのコントロールプレーンにデータを
送信し、そこでこのパスの中継 LSRであるかどうかが確認されます。ま
た、各中継 LSRは、テスト対象の LSPにバインドされているラベルに関
する情報を返します。デフォルトの VRFテーブルのみがサポートされて
います。

MPLSLSPトレー
ス

IP SLAの VRFサポート
サービスプロバイダーは、コアネットワークとカスタマーネットワークの両方の観点からネッ

トワークのパフォーマンスを監視および測定する必要があります。そのためには、デフォルト

の VPNルーティングおよび転送（VRF）テーブルに加えて、IP SLA動作でデフォルト以外の
VRFも使用する必要があります。「表 3 : IP SLAのための動作タイプ（7ページ）」では、
動作がデフォルト以外の VRFテーブルの使用をサポートしているかどうかなど、さまざまな
IP SLA動作について説明しています。

IP SLA：予防的しきい値モニタリング
ここでは、しきい値と反応トリガーを使用した IP SLAのプロアクティブな監視機能について
説明します。IP SLAでは、IPアプリケーションの監視、分析、IPサービスレベルの確認を
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行って、生産性の向上、運用コストの削減、ネットワークの輻輳や停止の発生の低減を行うこ

とができます。IP SLAは、アクティブトラフィック監視を使用してネットワークのパフォー
マンスを測定します。

IP SLAを使用したプロアクティブなしきい値監視を設定する必要があるタスクを実行するに
は、次の概念について理解する必要があります。

IP SLA反応コンフィギュレーション
IPSLAは、特定の測定されたネットワーク条件に反応するように設定できます。たとえば、IP
SLAが接続上で測定したジッターが大きすぎる場合、IP SLAはネットワーク管理アプリケー
ションに通知を生成したり、より多くのデータを収集するために別の IP SLA動作をトリガー
したりできます。

IP SLA反応を設定するには、ipsla reaction operationコマンドを使用します。

IP SLAしきい値モニタリングおよび通知
IP SLAでは、ジッター平均、双方向ラウンドトリップ時間、接続性などのパフォーマンスパ
ラメータのしきい値モニタリングがサポートされています。パケット損失とジッターでは、い

ずれかの方向（たとえば、送信元から宛先と、宛先から送信元）での違反またはラウンドト

リップ値について、通知を生成できます。

通知は、しきい値違反が発生するたびに発行されるわけではありません。最初に上昇しきい値

を超えたときに、イベントが送信され、通知が発行されます。後続のしきい値超過通知は、モ

ニタリング対象の値が上昇しきい値を再び超える前に下限しきい値を下回った場合に限り発行

されます。

次の図に、モニタリング対象要素が上限しきい値を超えたときに発生するトリガー反応の流れ

を示します。

図 4 : IP SLAのトリガーされた反応条件およびしきい値超過通知

IPサービスレベル契約の実装
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最初に上昇しきい値を超えたときに、イベン

トが送信され、しきい値超過通知が発行され

ます。

1

上昇しきい値の超過違反が連続して発生して

も、追加の通知は発行されません。

2

モニタリング対象の値が下限しきい値を下回っ

ています。

3

上昇しきい値を超えたときに別のしきい値超

過通知が発行されているのは、モニタリング

対象の値が最初に下限しきい値を下回った後

だけです。

4

同様に、モニタリング対象の要素が下限しきい値を最初に下回った時点で、下限しきい値超過

通知が発行されます。下限しきい値超過違反に対する後続の通知が発行されるのは、上昇しき

い値を超えた後で、モニタリング対象の値が下限しきい値を再び下回った場合に限られます。

Two-Way Active Measurement Protocol（TWAMP）
Two-Way Active Measurement Protocol（TWAMP）は、任意の 2つのデバイス間のラウンドト
リップ IPパフォーマンスを測定し、それにより IP SLAコンプライアンスをチェックする柔軟
な方法を定義します。

TWAMPの利点

• TWAMPによって、完全な IPパフォーマンス測定が可能になります。

• TWAMPはネットワークに展開されたすべてのデバイスをサポートしているため、ソリュー
ションを柔軟に選択できます。

TWAMP v4および v6がサポートされています。（注）

ここでは、次の内容について説明します。

TWAMPエンティティ
TWAMPシステムは、4つの論理エンティティで構成されています。

•サーバ：1つ以上の TWAMPセッションを管理し、エンドポイント内のセッションごとの
ポートも構成します。

IPサービスレベル契約の実装
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•セッションリフレクタ：TWAMPテストパケットを受信するとすぐに測定パケットを反
映します。

•制御クライアント：TWAMPテストセッションの開始と停止を開始します。

•セッション送信元：セッションリフレクタに送信された TWAMPテストパケットをイン
スタンス化します。

次の図は、TWAMPが 2つの個別のホスト上で動作する TWAMPの実装を示しています。一方
は制御クライアントとセッション送信元の役割を果たし、もう一方はサーバとセッションリフ

レクタの役割を果たします。ルータでは、セッションサーバおよびセッションリフレクタの

機能のみサポートされています。TWAMPを使用すると、基礎となるトランスポートの IPパ
フォーマンスを、TWAMPサポートを含むネットワーク要素間の協力によって測定できます。

図 5 : TWAMPエンティティ

TWAMPプロトコル
TWAMPプロトコルには、次の 3つの異なるメッセージ交換カテゴリが含まれています。

•接続セットアップ交換：メッセージは、制御クライアントとサーバ間にセッション接続を
確立します。最初に、通信ピアの IDが、チャレンジ応答メカニズムを介して確立されま
す。サーバがランダムに生成されたチャレンジを送信し、次に制御クライアントが共有秘

密から派生したキーを使用してチャレンジを暗号化して応答を送信します。IDが確立さ
れた後、次のステップでは、後続のTWAMP制御コマンドおよびTWAMPテストストリー
ムパケットをバインドするセキュリティモードがネゴシエートされます。

サーバは、複数の制御クライアントからの接続要求を受け入れる

ことができます。

（注）

• TWAMP制御交換：TWAMP制御プロトコルは TCPを介して実行され、測定セッション
のインスタンス化および制御に使用されます。接続セットアップ交換とは異なり、TWAMP
制御コマンドは複数回送信できます。ただし、session-startコマンドの前に複数の
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request-sessionコマンドを送信することはできますが、メッセージの順序が乱れることは
ありません。コマンドのシーケンスは、次のとおりです。

• request-session

• start-session

• stop-session

• TWAMPテストストリーム交換：TWAMPテストは UDPを介して実行され、セッション
送信者とセッションリフレクタの間で TWAMPテストパケットを交換します。これらの
パケットには、パケットの出力と入力の瞬間を含むタイムスタンプフィールドが含まれて

います。さらに、各パケットには、送信者（セッション送信元またはセッションリフレク

タ）と外部の時刻源（GPSや NTPなど）との同期の誤差を示すエラー推定値が含まれま
す。パケットにはシーケンス番号も含まれます。

TWAMP制御および TWAMPテストストリームには、未認証、認証済み、および暗号化済み
の 3つのセキュリティモードがあります。

ルータでの TWAMPの制限事項
•このルータでは、セッションサーバおよびセッションリフレクタの機能のみサポートさ
れています。

•より精度の高いハードウェアタイムスタンプ機能はサポートされていません。

•ポート番号が 57343より大きい値の場合、Twampサーバ制御セッションはルータ上で作
成されません。

ルータでの TWAMPの設定

セッションサーバの設定

Router# configure
Router(config)# ipsla server twamp
Router(config-ipsla-server-twamp)# port 862
Router(config-ipsla-server-twamp)# commit

セッションリフレクタの設定

Router# configure
Router(config)# ipsla responder twamp
Router(config-twamp-ref)# commit

実行コンフィギュレーション

ipsla
responder
twamp
!
!
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server twamp
port 862
!
!

TWAMPの確認
TWAMP機能のステータスは、show ipsla twamp statusコマンドを使用して確認できます。
Router# show ipsla twamp status
Thu Aug 17 12:42:38.923 IST
TWAMP Server is enabled
TWAMP Server port : 862
TWAMP Reflector is enabled

TWAMPセッションは、show ipsla twamp sessionコマンドを使用して検証できます。
Router# show ipsla twamp session
IP SLAs Responder TWAMP is: Enabled
Recvr Addr: 10.5.139.11
Recvr Port: 7222
Sender Addr: 172.27.111.233
Sender Port: 33243
Session Id: 10.5.139.11:70929508:88F7A620
Connection Id: 0

送信元 IPアドレスに基づく TWAMPテストセッションは、show ipsla twamp session source-ip
<source ip-address> source-port <source port-number>コマンドを使用して検証できます。
RP/0/0/CPU0:ios# show ipsla twamp session source-ip 172.27.111.233 source-port 33286
IP SLAs Responder TWAMP is: Enabled
Recvr Addr: 10.5.139.11
Recvr Port: 6198
Sender Addr: 172.27.111.233
Sender Port: 33286
Session Id: 10.5.139.11:71804476:F2721505
Connection Id: D
Mode: UnAuthorized
DSCP: 0
Pad Length: 0
Number of Packets Received: 8867

TWAMP Light
TWAMP Lightは、制御セッションが不要な TWAMPの軽量モデルです。TWAMP機能とは異
なり、両方のエンドデバイスで TWAMP Lightテストセッションのパラメータを設定する必要
があります。これにより、制御セッションの確立と終了のオーバーヘッドが解消されます。さ

らに、リフレクタデバイスでサーバエンティティが不要であるため、サーバのメンテナンスの

オーバーヘッドが軽減されます。

TWAMP Light v4および v6がサポートされています。（注）
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Cisco NCS 540シリーズルータ上の TWAMP Lightの制限事項
• TWAMP Lightテストセッションが Virtual Routing and Forwarding（VRF）インスタンスで
実行されている場合、そのセッションは、インターフェイスで同じ VRFが設定されてい
る場合にのみ機能します。

•デバイスで TWAMP Lightテストセッションを設定すると、永続的なポートが開きます。
このポートは、TWAMP Lightの設定を削除するまで開いたままになります。この動作を
希望しない場合は、タイムアウト時間後にセッションが非アクティブになるようにTWAMP
Lightテストセッションのタイムアウトを設定する必要があります。

•同じローカル IPアドレスとローカルポートを持つ 2つの異なるテストセッションを持つ
2つのクライアントが同じVRFに存在する場合、レスポンダには基盤となるソケットが 1
つだけ存在します。このようなシナリオでは、UDPの制限により、これら2つのクライア
ントの最大パケット数をサポートすることはできません。これにより、パフォーマンスが

影響を受けます。したがって、同じ VRFで 2つのテストセッションが同じローカル IPア
ドレスとローカルポートを持つことはできません。

NCS 540シリーズルータでの TWAMP Lightの設定
Router# configure
Router(config)# ipsla
Router(config-ipsla)# responder
Router(config-ipsla-resp)# twamp-light test-session 1
Router(config-ipsla-resp)# local-ip 192.0.2.10 local-port 13001 remote-ip 192.0.2.186
remote-port 13002 vrf default
Router(config-ipsla-resp)# timeout 60
Router(config-ipsla-resp)# commit

実行コンフィギュレーション

ipsla
responder
twamp-light test-session 1
local-ip 192.0.2.10 local-port 13001 remote-ip 192.0.2.186 remote-port 13002 vrf default

timeout 60
!
!
!

NCS 540シリーズルータでの TWAMP Lightの検証
TWAMP Lightセッションは、show ipsla twamp sessionコマンドを使用して検証できます。コ
マンドの出力では、次に示すように、[Session status]フィールドを使用してセッションの状態
が表示されます。

Router# show ipsla twamp session
***** TWAMP Sessions *****
No records matching query found
***** TWAMP-LIGHT Sessions *****
Session status: Active

IPサービスレベル契約の実装
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Recvr Addr: 192.0.2.10
Recvr Port: 13001
Sender Addr: 192.0.2.186
Sender Port: 13002
Sender VRF Name: default
Session ID: 1
Mode: Unauthenticated
Number of Packets Received: 0
Session timeout: 60

MPLS LSPモニタリング
IPサービスレベル契約（SLA）ラベルスイッチドパス（LSP）のモニタ機能は、レイヤ 3マ
ルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）バーチャルプライベートネットワーク（VPN）
を予防的に監視するための機能を備えています。この機能は、ネットワークのアベイラビリ

ティを確認したり、MPLS VPN内のプロバイダーエッジ（PE）ルータ間のネットワーク接続
をテストするために便利です。MPLSLSPモニタを設定すると、ネットワークトポロジに基づ
いて、自動的に IP SLA LSP pingまたは LSP traceroute処理を生成または削除できます。

MPLS SLAモニタ機能では、IP SLA動作の複数動作スケジューリングを実行することも可能
であり、SNMPトラップ通知とSyslogメッセージを使用した予防的しきい値違反モニタリング
もサポートされています。

MPLS LSPモニタ機能を使用するには、次の概念を理解しておく必要があります。

MPLS LSPモニタリングのしくみ
MPLS LSPモニタ機能では、レイヤ 3 MPLS VPNを予防的にモニタできます。MPLS LSPモニ
タの動作方法の一般的なプロセスは次のとおりです。

1. ユーザは、MPLS LSPモニタインスタンスを設定します。

MPLS LSPモニタインスタンスを設定することは、標準的な IP SLA動作の設定に似てい
ます。たとえば、MPLSLSPモニタインスタンスのすべての動作パラメータは、動作の ID
番号を指定した後で設定します。ただし、標準的な IP SLA動作と異なり、これらの設定
されたパラメータは、MPLS LSPモニタインスタンスによって作成される個々の IP SLA
LSP pingおよび LSP traceroute動作の基本設定として使用されます。

最初のMPLS LSPモニタインスタンスが設定され、開始がスケジュールされると、BGP
ネクストホップネイバー探索がイネーブルになります。「BGPネクストホップネイバー
探索 （16ページ）」を参照してください。

2. ユーザがMPLSLSPモニタインスタンスについて予防的しきい値違反モニタリングを設定
します。

3. ユーザが、MPLSLSPモニタインスタンスの複数動作スケジューリングパラメータを設定
します。

IPサービスレベル契約の実装
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4. 選択した設定オプションに応じて、MPLS LSPモニタインスタンスは、該当する各 BGP
ネクストホップネイバーに対する、個々の IP SLA LSP pingまたは LSP traceroute動作を自
動的に作成します。

すべてのMPLS LSPモニタ動作について、BGPネクストホップネイバーあたり 1つの IP
SLA LSP ping動作または LSP traceroute動作のみが設定されます。しかし、特定の PEルー
タで、同時に複数のMPLSLSPモニタインスタンスを実行できます。（詳細については、
この項の最後にある注記を参照してください）。

5. 各 IP SLA LSP pingまたは LSP traceroute動作は、送信元 PEルータと検出された宛先 PE
ルータの間のネットワーク接続を測定します。

複数のMPLS LSPモニタインスタンスを特定の PEルータで同時に実行できます。たとえば、
あるMPLS LSPモニタインスタンスを、VPN1というVRFに属する BGPネクストホップネイ
バーを探索するように設定できます。同じ PEルータで、別のMPLS LSPモニタインスタンス
を、VPN2という VRFに属するネイバーを探索するように設定できます。この場合、BGPネ
クストホップネイバーが VPN1と VPN2の両方に属していた場合、PEルータはこのネイバー
に対して 2つの IP SLA動作（1つは VPN1用、もう 1つは VPN2用）を作成します。

（注）

IP SLA動作のMPLS LSPモニタデータベースへの追加と削除

MPLS LSPモニタインスタンスは、特定のVPNに対して追加または削除された BGPネクスト
ホップネイバーについて定期的な通知を受けます。この情報は、MPLSLSPモニタが保持する
キューに格納されます。キュー内の情報とユーザ指定の期間に基づき、新たに検出された PE
ルータに対して新しい IP SLA動作が自動的に作成され、有効でなくなったPEルータに対する
既存の IP SLA動作は自動的に削除されます。

BGPネクストホップネイバー探索
BGPネクストホップネイバー探索は、送信元プロバイダーエッジ（PE）ルータに関連付けら
れているすべてのVRFによって使用中のBGPネクストホップネイバーを見つけるために使用
されます。ほとんどの場合、これらのネイバーは PEルータです。

BGPネクストホップネイバー探索がイネーブルな場合、ローカルVRFとグローバルルーティ
ングテーブルの情報に基づいて、送信元 PEに関連付けられているすべての VRFによって使
用中の BGPネクストホップネイバーのデータベースが生成されます。ルーティングアップ
デートが受信されると、新しい BGPネクストホップネイバーがただちにデータベースに追加
されます。ただし、有効でなくなったBGPネクストホップネイバーは、ユーザ定義に従って、
定期的にデータベースから削除されます。

図 6 :単純な VPNの BGPネクストホップネイバー探索（17ページ）に、インターネット
サービスプロバイダー（ISP）の単純な VPNシナリオでの BGPネクストホップネイバー探索
の動作を示します。この例で、ルータPE1に関連付けられた3つのVPNがあります（赤、青、
緑）。ルータ PE1から見ると、これらのVPNには、BGPネクストホップネイバー PE2（ルー
タ ID：12.12.12.12）および PE3（ルータ ID：13.13.13.13）を経由してリモートで到達可能で
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す。BGPネクストホップネイバー探索プロセスがルータPE1でイネーブルになっている場合、
ローカルVRFとグローバルルーティングテーブルに基づいてデータベースが生成されます。
この例のデータベースには、2つのBGPネクストホップルータエントリとしてPE212.12.12.12
および PE3 13.13.13.13が格納されます。ルーティングエントリは、どのネクストホップルー
タがどの特定のVRF内に属しているか区別するために、ネクストホップルータ単位で維持さ
れます。各ネクストホップルータエントリに対し、グローバルルーティングテーブル中の

BGPネクストホップルータの IPv4 Forward Equivalence Class（FEC）が、MPLS LSP ping動作
で使用するために提供されます。

図 6 :単純な VPNの BGPネクストホップネイバー探索

IP SLA LSP ping動作と LSP traceroute動作
この機能により、IP SLA LSP ping動作と IP SLA LSP traceroute動作に対するサポートが追加さ
れます。これらの動作は、ネットワークの接続性の問題をトラブルシューティングし、MPLS
VPNのネットワークのアベイラビリティを判定するために役立ちます。MPLSLSPモニタリン
グを使用する場合、送信元 PEルータと検出された宛先 PEルータの間のネットワーク接続を
測定するために、IP SLA LSP ping動作と LSP traceroute動作が自動的に作成されます。個々の
IP SLA LSP ping動作と LSP traceroute動作を手動で設定することもできます。これらの動作の
手動の設定は、接続性の問題をトラブルシューティングするために役立ちます。

MPLS LSPモニタリングを使用して IP SLA LSP pingまたは LSP traceroute動作を設定する方法
の詳細については、「MPLS LSPモニタリング pingインスタンスの設定（72ページ）」およ
び「MPLS LSPモニタリングトレースインスタンスの設定（76ページ）」を参照してくださ
い。

IP SLA LSP ping動作と IP SLA LSP traceroute動作は、それぞれMPLS LSP ping機能とMPLS
LSP traceroute機能で使用されるのと同じインフラストラクチャに基づいて、LSPをテストする
ためのエコー応答パケットとエコー要求パケットを送受信します。
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MPLS LSPモニタリングの予防的しきい値モニタリング
MPLS LSPモニタの予防的しきい値モニタリングサポート機能では、ユーザ定義の応答条件
（接続損失やタイムアウトなど）が満たされたときに、SNMPトラップ通知とSyslogメッセー
ジをトリガーできます。MPLSLSPモニタインスタンスのしきい値モニタリング動作の設定方
法は、標準的な IP SLA動作の設定方法と同様です。

LSPヘルスモニタの複数動作スケジューリング
MPLS LSPモニタの複数動作スケジューリングサポート機能では、（各MPLS LSPモニタイ
ンスタンスに対して）自動的に作成された IP SLA動作を、指定された期間（スケジュール期
間）にわたって均等に分散される間隔で開始し、指定された頻度で再開するように簡単にスケ

ジューリングできます。複数動作スケジューリングは、多数の PEネイバーが存在し、その結
果として多数の IP SLA動作が同時に稼働している送信元 PEルータ上でMPLS LSPモニタリ
ングがイネーブルにされる場合に特に有用です。

（新たに検出された BGPネクストホップネイバーに対して）新たに作成された IP SLA動作
は、現在稼働している動作と同じスケジュール期間に追加されます。同時に開始する動作が多

くなりすぎないように、複数動作スケジューリング機能は、それらの動作を、スケジュール期

間にわたって均一に分散されるランダムな間隔で開始するようにスケジューリングします。

（注）

LSPパスディスカバリ
LSPパスディスカバリ（LPD）は、MPLS LSPモニタ（MPLSLM）の拡張で、MPLSLMイン
スタンスの一部である操作を許可し、パスディスカバリプロセスを開始してその結果が処理

されます。この機能には、MPLS OAMインフラストラクチャにより LSPVサーバを通じて提
供されるツリートレース機能が必要です。

PEルータ間にコストが等しい複数のパスが存在する場合（これを等コストマルチパス（ECMP）
と呼びます）、これら PEルータの間にあるルータは、転送するトラフィックの特性（たとえ
ばパケット中の宛先アドレス）に基づいて、ロードバランシングを行います。このようなネッ

トワークトポロジでは、PEルータ間の使用可能なパスのうち 1つ（またはいくつか）をモニ
タするだけでは、トラフィックが正しく転送される保証が得られません。

LPDは、path discoverコマンドを使用して設定します。

LPD機能を使用した場合、LSPVサーバが一度に多数のパスディスカバリ要求を受信すると、
CPUの負荷が高まる可能性があります。

（注）
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IPサービスレベル契約の実装方法

UDPジッター動作を使用した IPサービスレベルの設定
IP SLA UDPジッターモニタリング動作は、VoIP、Video over IP、リアルタイム会議などのリ
アルタイムトラフィックに対するネットワークの適切さを診断するように設計されています。

ジッターはパケット間の遅延がばらつくことを指します。複数のパケットが送信元から宛先に

連続的に送信された（たとえば 10 ms間隔で送信された場合）、ネットワークが理想的に振る
舞えば、宛先でも10ms間隔でパケットを受信します。しかし、ネットワーク内に遅延（キュー
イング、代替ルートを介した受信など）が存在する場合、パケット間の到着遅延は、10 msよ
り大きい場合も、10msより小さい場合もあります。この例を使用すると、正のジッター値は、
パケットが 10 msを超える間隔で到着することを示します。パケットの到着が 12ミリ秒の場
合のジッター値は +2ミリ秒（正の値）です。8ミリ秒で到着する場合は、2ミリ秒（負の値）
です。Voice over IP（VoIP）など遅延に影響されやすいネットワークでは、正のジッター値は
望ましくありません。0のジッター値が理想的です。

しかし、IP SLA UDPジッター動作の機能は、ジッターのモニタリングだけではありません。
IP SLAが生成するパケットは、パケットの送信シーケンスと受信シーケンス情報を伝送し、
送信元ターゲットと動作ターゲットとの間でタイムスタンプの送受信を行います。UDPジッ
ター動作は、次の機能を測定できます。

•方向別ジッター（送信元から宛先へ、宛先から送信元へ）

•方向別パケット損失

•方向別遅延（一方向遅延）

•ラウンドトリップ遅延（平均 RTT）

データの送信と受信でパスが異なることがあるので（非対称）、方向別データを使用してネッ

トワークの輻輳などの問題が発生している場所を簡単に特定できます。

UDPジッター動作は、合成（シミュレーション）UDPトラフィックを生成して機能します。
デフォルトでは、ペイロードサイズが 32バイト（S）のパケットフレーム 10個（N）を 20
ミリ秒（T）ごとに生成し、60秒（F）ごとに動作を繰り返します。に示すように、これらの
パラメータは、提供している IPサービスまたはこれから提供する IPサービスの最適なシミュ
レーションを行うようにそれぞれユーザ設定可能です。

この項では、次の手順について説明します。

宛先デバイスでの IP SLAレスポンダのイネーブル化

IP SLAレスポンダは、動作のターゲットであるターゲットデバイスでイネーブルにする必要
があります。

ipsla responderコマンドを設定することにより、IP SLAレスポンダは、UDPポート 1967を
オープンし、（プローブではなく）制御パケットを待ちます。ポートは、UDPポート 1967を
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通じ、IP SLA制御パケットを使用して動的にオープンまたはクローズできます。また、永続
的なポートも設定できます。

永続的なポートは、設定が削除されるまでオープンされます。ポートは設定によってオープン

されるため、エージェントは、制御要求パケットを使用せずに、IP SLAプローブパケットを
永続的なポートに直接送信できます。

永続的なポートを使用しない場合、ipsla responderコマンドのみを使用して設定する必要があ
ります。

動的なポートを使用するには、次の例に示すように ipsla responderコマンドを使用します。

configure
ipsla responder

動的なポートは、エージェント側で動作を開始したときに、IPSLA制御プロトコルを通じて、
レスポンダ側でオープンされます。

例は、レスポンダ側の永続的なポートとして設定されています。UDPエコーと UDPジッター
は、動的なポートまたは永続的なポートを使用できます。UDPジッターで永続的なポートを使
用する場合、重複したパケットまたはアウトオブシーケンスパケットに対してチェックは実行

されません。これは、プローブシーケンスの開始または終了を示す制御パケットがないためで

す。したがって、永続的なポートを使用する場合、シーケンス番号の検証はスキップされま

す。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla responder

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla responder
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-resp)#

UDPエコーまたはジッター動作に対する IP SLAレスポンダをイネーブルにします。

ステップ 3 type udp ipv4 address ip-address port port

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-resp)# type udp ipv4 address 12.25.26.10 port 10001

IP SLAレスポンダ上で永続的アドレスとポートをイネーブルにします。

ステップ 4 commit
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次のタスク

IP SLAレスポンダをイネーブルにした後、「送信元デバイスでの UDPジッター動作の設定お
よびスケジューリング（21ページ）」を参照してください。

送信元デバイスでの UDPジッター動作の設定およびスケジューリング

IPSLA動作は、合成（シミュレーション）ネットワークトラフィックを生成して機能します。
1つの IP SLA動作（たとえば IP SLA動作 10）は、動作の存続期間の間、指定された頻度で繰
り返されます。

1つの UDPジッター動作は、指定された頻度 Fで、送信元ルータからターゲットルータに、
サイズ Sの N個の UDPパケットを Tミリ秒間隔で送信します。デフォルトでは、ペイロード
サイズが 32バイト（S）のパケット 10個（N）を 20ミリ秒（T）ごとに生成し、60秒（F）ご
とに動作を繰り返します。これらの各パラメータは、「表 4 : UDPジッター動作パラメータ（
21ページ）」に示すように、ユーザが設定可能です。

表 4 : UDPジッター動作パラメータ

設定方法デフォルトUDPジッター動作パラメータ

• operation-number引数を指定した ipsla operation
コマンド

• type udp jittercommand

• count引数を指定した packet countコマンド

10パケッ
ト

パケット数（n）

• operation-number引数を指定した ipsla operation
コマンド

• type udp jittercommand

• size引数を指定した datasize requestコマンド

32バイトパケットあたりのペイロード

サイズ（S）

• operation-number引数を指定した ipsla operation
コマンド

• type udp jittercommand

• interval引数を指定した packet intervalコマン
ド

20ミリ秒パケット間隔（ミリ秒単位）

（T）

• operation-number引数を指定した ipsla operation
コマンド

• type udp jittercommand

• seconds引数を指定した frequencyコマンド

60秒動作を繰り返すまでの経過時

間（秒単位）（F）
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IP SLAの設定中に control disableコマンドを使用して制御パケットを無効にした場合、送信元
から送信されたパケットにはシーケンス番号がありません。ジッターを計算するには、シーケ

ンス番号とタイムスタンプの値が必要です。したがって、control disableコマンドを使用する
場合、ジッターは計算されません。

（注）

送信元デバイスで UDPジッター動作を設定する前提条件

UDPジッター動作の使用には、IP SLAレスポンダをターゲットのシスコデバイスでイネーブ
ルにする必要があります。IP SLAレスポンダをイネーブルにするには、「宛先デバイスでの
IP SLAレスポンダのイネーブル化（19ページ）」のタスクを実行します。

送信元デバイスでの基本 UDPジッター動作の設定およびスケジューリング

UDPジッター動作を設定およびスケジューリングできます。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla operation 432

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。

ステップ 3 type udp jitter

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# type udp jitter

動作を UDPジッター動作として設定し、動作の特性を設定します。

ステップ 4 destination address ipv4address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# destination address 12.25.26.10

UDPジッター動作の宛先の IPアドレスを指定します。

ステップ 5 destination port port

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# destination port 11111

宛先ポート番号を指定します。範囲は 1～ 65535です。
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ステップ 6 packet count count

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# packet count 30

（任意）プローブ中に送信されるパケット数を指定します。UDPジッター動作の場合、範囲は
1～ 60000です。ICMPパスジッター動作の場合、範囲は 1～ 100です。

送信されるデフォルトのパケット数は 10です。

ステップ 7 packet interval interval

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# packet interval 30

（任意）パケット間隔を指定します。パケット間のデフォルト間隔は 20ミリ秒です。

ステップ 8 frequency seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# frequency 300

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信されるレートを設定します。

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間隔の秒数を指定します。有効な値の範囲
は 1～ 12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

ステップ 9 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#

IPSLAコンフィギュレーションモードおよび動作モードを終了し、CLIをグローバルコンフィ
ギュレーションモードに戻します。

ステップ 10 ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla schedule operation 432
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケジュールを設定できます。

ステップ 11 life { forever | seconds}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# life 30
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foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行するようにスケジューリングされます。
seconds引数を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケジューリングされます。デフォ
ルトの動作のライフタイムは 3600秒（1時間）です。

ステップ 12 ageout seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動作をメモリに常駐させておく時間を秒数

で指定します。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウトしないことを意味します。

ステップ 13 recurring

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# recurring

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始され、指定された期間実行されるように指

定します。

ステップ 14 start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# start-time 01:00:00

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次のキーワードについて説明します。

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を保留（未開始）状態にしておくように設
定します。デフォルトは inactiveです。start-timeコマンドが指定されていない場合、開始
時刻が設定されるか、即時スタートを実行するトリガーが発生するまで、情報は収集され

ません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時スタートする必要があることを示しま
す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使用して時刻を指定します。ここで指定
した時刻以降に、動作が情報の収集を開始します。

ステップ 15 commit

追加特性を指定した UDPジッター動作の設定およびスケジューリング

UDPジッター動作を設定およびスケジューリングできます。

手順

ステップ 1 configure
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ステップ 2 ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla operation 432

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。

ステップ 3 type udp jitter

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# type udp jitter

動作を UDPジッター動作として設定し、動作の特性を設定します。

ステップ 4 vrf vrf-name

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# vrf VPN-A

（任意）UDPジッター動作の中で、デフォルト以外のルーティングテーブルを使用して VPN
のモニタリングをイネーブルにします。最大 32文字の英数字です。

ステップ 5 destination address ipv4address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# destination address 12.25.26.10

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定します。

ステップ 6 destination port port

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# destination port 11111

宛先ポート番号を指定します。範囲は 1～ 65535です。

ステップ 7 frequency seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# frequency 300

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信されるレートを設定します。

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間隔の秒数を指定します。有効な値の範囲
は 1～ 12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

ステップ 8 statistics [hourly | interval seconds]

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# statistics hourly
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op-stats)#

（任意）UDPジッター動作に対して統計情報収集パラメータを指定します。

ステップ 9 buckets hours

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op-stats)# buckets 10

（任意）IPSLA動作用に統計情報を保持する時間を設定します。このコマンドは、必ずhourly
キーワードを指定したstatisticsコマンドとともに使用する必要があります。範囲は 0～ 25時
間です。デフォルト値は 2時間です。

ステップ 10 distribution count slot

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op-stats)# distribution count 15

（任意）IP SLA動作のライフタイム中にホップごとに保持される統計情報の配布数を設定し
ます。範囲は 1～ 20です。デフォルト値は 1配布です。

ステップ 11 distribution interval interval

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op-stats)# distribution interval 20

（任意）統計情報の配布ごとのインターバルを設定します。指定できる範囲は 1～ 100 msで
す。デフォルトの値は 20 msです。

ステップ 12 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op-stats)# exit

IP SLA統計情報コンフィギュレーションモードを終了します。

ステップ 13 datasize request size

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# datasize request 512

（任意）動作の要求パケットのペイロードのデータサイズを設定します。UDPジッターの場
合は、範囲は 16～ 1500バイトです。

ステップ 14 timeout milliseconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# timeout 10000
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指定された IP SLA動作がその要求パケットからの応答を待機する時間を設定します。

•（任意）milliseconds引数を使用して、動作が応答を待機するミリ秒数を指定します。

ステップ 15 tos number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# tos 255

タイプオブサービス番号を指定します。

ステップ 16 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-jitter)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#

IPSLAコンフィギュレーションモードおよび動作モードを終了し、CLIをグローバルコンフィ
ギュレーションモードに戻します。

ステップ 17 ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla schedule operation 432
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケジュールを設定できます。

ステップ 18 life {forever | seconds}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# life 30

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行するようにスケジューリングされます。
seconds引数を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケジューリングされます。デフォ
ルトの動作のライフタイムは 3600秒（1時間）です。

ステップ 19 ageout seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動作をメモリに常駐させておく時間を秒数

で指定します。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウトしないことを意味します。

ステップ 20 recurring

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# recurring
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（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始され、指定された期間実行されるように指

定します。

ステップ 21 start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# start-time 01:00:00

（任意）動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次のキーワードについて説明しま

す。

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を保留（未開始）状態にしておくように設
定します。デフォルトは inactiveです。start-timeコマンドが指定されていない場合、開始
時刻が設定されるか、即時スタートを実行するトリガーが発生するまで、情報は収集され

ません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時スタートする必要があることを示しま
す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使用して時刻を指定します。ここで指定
した時刻以降に、動作が情報の収集を開始します。

ステップ 22 commit

ステップ 23 show ipsla statistics [operation-number ]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router # show ipsla statistics 432

現在の統計情報を表示します。

ステップ 24 show ipsla statistics aggregated [operation-number ]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router # show ipsla statistics aggregated 432

ネットワークのパフォーマンスに関する 1時間ごとの統計情報（集計データ）を返します。

UDPジッター動作は、次の 1時間ごとの統計情報を提供します。

•ジッター統計情報：テレフォニーおよびマルチメディア会議要件を解釈します。

•パケット損失およびパケットシーケンシング統計情報：テレフォニー、マルチメディア会
議、ストリーミングメディア、およびその他の低遅延データ要件を解釈します。

•単方向遅延統計情報：テレフォニー、マルチメディア会議、およびストリーミングメディ
ア要件を解釈します。
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UDPエコー動作のための IP SLAの設定
ネットワーク上の UDPパフォーマンスを測定するには、IP SLA UDPエコー動作を使用しま
す。UDPエコー動作は、ラウンドトリップ遅延時間を測定し、シスコデバイスとシスコ以外
のデバイスの間の接続をテストします。UDPエコー動作の結果は、ビジネスクリティカルア
プリケーションでの問題をトラブルシューティングするために役立ちます。

UDPエコー動作では、IP SLAレスポンダが動作するシスコデバイスか、UDPエコーサービ
スが動作する非シスコデバイスが必要です。

（注）

基本的なUDPエコー動作を設定するのか、オプションのパラメータを使用したUDPエコー動
作を設定するのかに応じて、次のいずれかのタスクを実行します。

送信元デバイスでの UDPエコー動作の設定のための前提条件

IP SLA Responderを使用する場合は、「宛先デバイスでの IP SLAレスポンダのイネーブル化
（19ページ）」のセクションを完了しておきます。

送信元デバイスでの UDPエコー動作の設定およびスケジューリング

オプションパラメータを指定せずに UDPエコー動作をイネーブルにできます。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla operation 432

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。

ステップ 3 type udp echo

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# type udp echo

動作を UDPエコー動作として設定し、動作の特性を設定します。

ステップ 4 destination address ipv4address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-echo)# destination address 12.25.26.10
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正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定します。IP SLAレスポンダ側の永続的ポートを
設定するか、UDPエコーサーバを使用できます。

ステップ 5 destination port port

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-echo)# destination port 11111

宛先ポート番号を指定します。範囲は 1～ 65535です。

ステップ 6 frequency seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-echo)# frequency 300

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信されるレートを設定します。

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間隔の秒数を指定します。有効な値の範囲
は 1～ 12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

ステップ 7 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-echo)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#

IP SLA動作コンフィギュレーションモードおよび IP SLAコンフィギュレーションモードを
終了します。グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

ステップ 8 ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla schedule operation 432
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケジュールを設定できます。

ステップ 9 life [forever | seconds]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# life 1

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行するようにスケジューリングされます。
seconds引数を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケジューリングされます。デフォ
ルトの動作のライフタイムは 3600秒（1時間）です。

ステップ 10 ageout seconds

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動作をメモリに常駐させておく時間を秒数

で指定します。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウトしないことを意味します。

ステップ 11 recurring

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# recurring

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始され、指定された期間実行されるように指

定します。

ステップ 12 start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# start-time 01:00:00

（任意）動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次のキーワードについて説明しま

す。

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を保留（未開始）状態にしておくように設
定します。これはデフォルト値です。start-timeコマンドが指定されていない場合、開始
時刻が設定されるか、即時スタートを実行するトリガーが発生するまで、情報は収集され

ません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時スタートする必要があることを示しま
す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使用して時刻を指定します。ここで指定
した時刻以降に、動作が情報の収集を開始します。

ステップ 13 commit

ステップ 14 show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router# show ipsla statistics 432

現在の統計情報を表示します。

ステップ 15 show ipsla statistics aggregated [operation-number]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router# show ipsla statistics aggregated 1

1時間ごとの統計エラーと、すべての IP SLA動作または指定した動作の 1時間ごとの統計情
報を表示します。
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任意のパラメータを指定した、送信元デバイスでの UDPエコー動作の設定およびスケ
ジューリング

送信元デバイスでUDPエコー動作をイネーブルにして、省略可能な IP SLAパラメータを設定
できます。送信元デバイスは、測定統計情報が保存される場所です。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla operation 432

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。

ステップ 3 type udp echo

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# type udp echo

動作を UDPエコー動作として設定し、動作の特性を設定します。

ステップ 4 vrf vrf-name

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-echo)# vrf VPN-A

（任意）UDPエコー動作の中で、デフォルト以外のルーティングテーブルを使用してVPNの
モニタリングをイネーブルにします。最大 32文字の英数字です。

ステップ 5 destination address ipv4address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-echo)# destination address 12.25.26.10

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定します。

ステップ 6 destination port port

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-echo)# destination port 11111

宛先ポート番号を指定します。範囲は 1～ 65535です。

ステップ 7 frequency seconds

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-echo)# frequency 300

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信されるレートを設定します。

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間隔の秒数を指定します。有効な値の範囲
は 1～ 12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

ステップ 8 datasize request size

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-echo)# datasize request 512

（任意）IP SLA動作の要求パケットのペイロードにおけるプロトコルデータサイズを設定し
ます。

•プロトコルデータサイズ（バイト単位）を指定するには、size引数を使用します。範囲は
0～プロトコルの最大サイズです。デフォルト値は 1バイトです。

ステップ 9 tos number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-echo)# tos 255

IP SLA動作の IPヘッダーに、タイプオブサービス（ToS）バイトを定義します。

ToSバイトは DiffServコードポイント（DSCP）値に変換されますが、DSCP値を直
接入力することはできません。DSCP値を使用するには、それに 4を掛けて、結果を
number引数の値として入力します。

（注）

ステップ 10 timeout milliseconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-echo)# timeout 10000

指定された IP SLA動作がその要求パケットからの応答を待機する時間を設定します。

• milliseconds引数を使用して、動作が応答を待機するミリ秒数を指定します。

ステップ 11 tag text

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-echo)# type udp echo tag ipsla

（任意）IP SLA動作のユーザ指定 IDを作成します。

ステップ 12 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-udp-echo)# exit
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#

IP SLA動作コンフィギュレーションモードおよび IPSLAコンフィギュレーションモードを終
了します。グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

ステップ 13 ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla schedule operation 432
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本的なスケジュールを設定するか、グループス

ケジューリングを使用して複数の動作をスケジューリングできます。

ステップ 14 life {forever | seconds}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# life 30

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行するようにスケジューリングされます。
seconds引数を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケジューリングされます。デフォ
ルトの動作のライフタイムは 3600秒（1時間）です。

ステップ 15 ageout seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動作をメモリに常駐させておく時間を秒数

で指定します。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウトしないことを意味します。

ステップ 16 recurring

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# recurring

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始され、指定された期間実行されるように指

定します。

ステップ 17 start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# start-time 01:00:00

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次のキーワードについて説明します。

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を保留（未開始）状態にしておくように設
定します。デフォルト値は inactiveです。start-timeコマンドが指定されていない場合、開
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始時刻が設定されるか、即時スタートを実行するトリガーが発生するまで、情報は収集さ

れません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時スタートする必要があることを示しま
す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使用して時刻を指定します。ここで指定
した時刻以降に、動作が情報の収集を開始します。

ステップ 18 commit

ステップ 19 show ipsla statistics enhanced aggregated [operation-number] interval seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router# show ipsla statistics enhanced aggregated 432

拡張された履歴統計情報を表示します。サンプル出力を表示するには、拡張された履歴統計情

報を設定する必要があります。

ステップ 20 show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router# show ipsla statistics 432

現在の統計情報を表示します。

ICMPエコー動作の設定
デバイス上の IP接続をモニタするには、IP SLA ICMPエコー動作を使用します。ICMPエコー
動作は、シスコルータと IPを使用するデバイスの間のエンドツーエンド応答時間を測定しま
す。ICMPエコーは、ネットワークの接続上の問題をトラブルシューティングするために使用
します。

ICMPエコー動作では、IP SLAレスポンダをイネーブルにする必要はありません。（注）

基本的な ICMPエコー動作を設定およびスケジューリングするのか、省略可能なパラメータを
使用した ICMPエコー動作を設定およびスケジューリングするのかに応じて、次のいずれかの
手順を実行します。

送信元デバイスでの基本の ICMPエコー動作の設定およびスケジューリング

オプションパラメータを指定せずに ICMPエコー動作をイネーブルにしてスケジューリングで
きます。
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手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla operation 432

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。

ステップ 3 type icmp echo

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# type icmp echo

ICMPエコー動作タイプを定義します。

ステップ 4 destination address ipv4address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-echo)# destination address 12.25.26.10

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定します。

ステップ 5 frequency seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-echo) frequency 300

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信されるレートを設定します。

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間隔の秒数を指定します。有効な値の範囲
は 1～ 12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

ステップ 6 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-echo)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#

IP SLA動作コンフィギュレーションモードおよび IP SLAコンフィギュレーションモードを
終了します。グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

ステップ 7 ipsla schedule operation op-num

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla schedule operation 432
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケジュールを設定できます。

ステップ 8 life {forever | seconds}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# life 30

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行するようにスケジューリングされます。
seconds引数を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケジューリングされます。デフォ
ルトの動作のライフタイムは 3600秒（1時間）です。

ステップ 9 ageout seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動作をメモリに常駐させておく時間を秒数

で指定します。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウトしないことを意味します。

ステップ 10 recurring

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# recurring

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始され、指定された期間実行されるように指

定します。

ステップ 11 start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# start-time 01:00:00

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次のキーワードについて説明します。

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を保留（未開始）状態にしておくように設
定します。デフォルト値は inactiveです。start-timeコマンドが指定されていない場合、開
始時刻が設定されるか、即時スタートを実行するトリガーが発生するまで、情報は収集さ

れません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時スタートする必要があることを示しま
す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使用して時刻を指定します。ここで指定
した時刻以降に、動作が情報の収集を開始します。

ステップ 12 commit

ステップ 13 show ipsla statistics [operation-number]
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例：

RP/0/RP0/cpu 0: router # show ipsla statistics 432

現在の統計情報を表示します。

送信元デバイスでの省略可能なパラメータを使用した ICMPエコー動作の設定およびス
ケジューリング

送信元デバイスで ICMPエコー動作をイネーブルにして、省略可能な IP SLAパラメータを設
定できます。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla operation 432

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。

ステップ 3 type icmp echo

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# type icmp echo

ICMPエコー動作タイプを定義します。

ステップ 4 vrf vrf-name

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-echo)# vrf VPN-A

（任意）ICMPエコー動作の中で、デフォルト以外のルーティングテーブルを使用して VPN
のモニタリングをイネーブルにします。最大 32文字の英数字です。

ステップ 5 destination address ipv4address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-echo)# destination address 12.25.26.10

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定します。

ステップ 6 frequency seconds

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-echo)# frequency 300

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信されるレートを設定します。

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間隔の秒数を指定します。有効な値の範囲
は 1～ 12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

ステップ 7 datasize request size

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-echo)# datasize request 512

（任意）指定した IP SLA動作の要求パケットのペイロードにおけるプロトコルデータサイズ
を設定します。

•プロトコルデータサイズ（バイト単位）を指定するには、bytes引数を使用します。範囲
は 0～ 16384です。ICMPエコー動作のデフォルトは 36バイトです。

ステップ 8 tos number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-echo)# tos 1

IP SLA動作の IPヘッダーに、タイプオブサービス（ToS）バイトを定義します。

ToSバイトは DiffServコードポイント（DSCP）値に変換できますが、DSCP値を直
接入力することはできません。DSCP値を使用するには、それに 4を掛けて、結果を
number引数の値として入力します。

（注）

ステップ 9 timeout milliseconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-echo)# timeout 10000

IP SLA動作がその要求パケットからの応答を待機する時間を設定します。

• milliseconds引数を使用して、動作が応答を待機するミリ秒数を指定します。

ステップ 10 tag text

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-echo)# tag ipsla

（任意）IP SLA動作のユーザ指定 IDを作成します。

ステップ 11 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-echo)# exit

IPサービスレベル契約の実装
39

IPサービスレベル契約の実装

送信元デバイスでの省略可能なパラメータを使用した ICMPエコー動作の設定およびスケジューリング



RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#

IP SLA動作コンフィギュレーションモードおよび IP SLAコンフィギュレーションモードを
終了します。グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

ステップ 12 ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla schedule operation 432
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケジュールを設定できます。

ステップ 13 life {forever | seconds}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# life 30

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行するようにスケジューリングされます。
seconds引数を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケジューリングされます。デフォ
ルトの動作のライフタイムは 3600秒（1時間）です。

ステップ 14 ageout seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動作をメモリに常駐させておく時間を秒数

で指定します。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウトしないことを意味します。

ステップ 15 recurring

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# recurring

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始され、指定された期間実行されるように指

定します。

ステップ 16 start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# start-time 01:00:00

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次のキーワードについて説明します。

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を保留（未開始）状態にしておくように設
定します。デフォルト値は inactiveです。start-timeコマンドが指定されていない場合、開
始時刻が設定されるか、即時スタートを実行するトリガーが発生するまで、情報は収集さ

れません。
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•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時スタートする必要があることを示しま
す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使用して時刻を指定します。ここで指定
した時刻以降に、動作が情報の収集を開始します。

ステップ 17 commit

ステップ 18 show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router # show ipsla statistics 432

現在の統計情報を表示します。

ICMPパスエコー動作の設定
IP SLA ICMPパスエコー動作は、IP SLA動作が宛先に到達するためにたどるパスに沿った各
ホップの統計情報を記録します。ICMPパスエコー動作では、traceroute機能を使用してパスを
検出することにより、Ciscoルータとネットワーク上の IPデバイスの間のホップバイホップ応
答時間が判断されます。

送信元 IP SLAデバイスは、tracerouteを使用して宛先 IPデバイスへのパスを検出します。その
後、pingを使用して、送信元 IP SLAデバイスと、宛先 IPデバイスへのパス中の以降の各ホッ
プの間の応答時間が測定されます。

ICMPパスエコー動作では、IP SLAレスポンダをイネーブルにする必要はありません。（注）

基本的な ICMPパスエコー動作を設定およびスケジューリングするのか、省略可能なパラメー
タを使用した ICMPパスエコー動作を設定およびスケジューリングするのかに応じて、次のい
ずれかの手順を実行します。

送信元デバイスでの基本の ICMPパスエコー動作の設定およびスケジューリング

オプションパラメータを指定せずに ICMPパスエコー動作をイネーブルにしてスケジューリン
グできます。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla operation operation-number

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla operation 432

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。

ステップ 3 type icmp path-echo

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# type icmp path-echo
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-echo)#

ICMPパスエコー動作タイプを定義します。

ステップ 4 destination address ipv4address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-echo)# destination address 12.25.26.10

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定します。

ステップ 5 frequency seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-echo)# frequency 300

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信されるレートを設定します。

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間隔の秒数を指定します。有効な値の範囲
は 1～ 12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

ステップ 6 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-echo)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#

IP SLA動作コンフィギュレーションモードおよび IP SLAコンフィギュレーションモードを
終了します。グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

ステップ 7 ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla schedule operation 432
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケジュールを設定できます。

ステップ 8 life {forever | seconds}

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# life 30

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行するようにスケジューリングされます。
seconds引数を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケジューリングされます。デフォ
ルトの動作のライフタイムは 3600秒（1時間）です。

ステップ 9 ageout seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動作をメモリに常駐させておく時間を秒数

で指定します。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウトしないことを意味します。

ステップ 10 recurring

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# recurring

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始され、指定された期間実行されるように指

定します。

ステップ 11 start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# start-time 01:00:00

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次のキーワードについて説明します。

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を保留（未開始）状態にしておくように設
定します。デフォルト値は inactiveです。start-timeコマンドが指定されていない場合、開
始時刻が設定されるか、即時スタートを実行するトリガーが発生するまで、情報は収集さ

れません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時スタートする必要があることを示しま
す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使用して時刻を指定します。ここで指定
した時刻以降に、動作が情報の収集を開始します。

ステップ 12 commit

ステップ 13 show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router# show ipsla statistics 432

現在の統計情報を表示します。
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送信元デバイスでの省略可能なパラメータを使用した ICMPパスエコー動作の設定およ
びスケジューリング

送信元デバイスで ICMPパスエコー動作をイネーブルにして、省略可能な IP SLAパラメータ
を設定できます。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla operation 432

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。

ステップ 3 type icmp path-echo

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# type icmp path-echo
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-echo)#

ICMPパスエコー動作タイプを定義します。

ステップ 4 vrf vrf-name

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-imcp-path-echo)# vrf VPN-A

（任意）ICMPパスエコー動作の中で、デフォルト以外のルーティングテーブルを使用して
VPNのモニタリングをイネーブルにします。最大 32文字の英数字です。

ステップ 5 lsr-path ip-address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-imcp-path-echo)# lsr-path 20.25.22.1

ルーズソースルーティングパスを使用することを指定します。

ステップ 6 destination address ipv4address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-echo)# destination address 12.25.26.10

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定します。

ステップ 7 frequency seconds

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-echo)# frequency 300

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信されるレートを設定します。

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間隔の秒数を指定します。有効な値の範囲
は 1～ 12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

ステップ 8 datasize request size

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-echo)# datasize request 512

（任意）指定した IP SLA動作の要求パケットのペイロードにおけるプロトコルデータサイズ
を設定します。

•プロトコルデータサイズ（バイト単位）を指定するには、bytes引数を使用します。範囲
は 0～ 16384です。デフォルト値は 36バイトです。

ステップ 9 tos number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-echo)# tos 5

IP SLA動作の IPヘッダーに、タイプオブサービス（ToS）バイトを定義します。

ToSバイトは DiffServコードポイント（DSCP）値に変換できますが、DSCP値を直
接入力することはできません。DSCP値を使用するには、それに 4を掛けて、結果を
number引数として入力します。

（注）

ステップ 10 timeout milliseconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-echo)# timeout 10000

IP SLA動作がその要求パケットからの応答を待機する時間を設定します。

• milliseconds引数を使用して、動作が応答を待機するミリ秒数を指定します。

ステップ 11 tag text

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-echo)# tag ipsla

（任意）IP SLA動作のユーザ指定 IDを作成します。

ステップ 12 lsr-path ipaddress1 {ipaddress2 {... {ipaddress8}}}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-echo)# lsr-path 20.25.22.1
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ICMPエコー応答時間を測定するパスを指定します。

•（任意）宛先へのパス中の中間ノードの ip address引数を使用します。

ステップ 13 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-echo)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#

IP SLA動作コンフィギュレーションモードおよび IP SLAコンフィギュレーションモードを
終了します。グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

ステップ 14 ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla schedule operation 432
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケジュールを設定できます。

ステップ 15 life {forever | seconds}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# life 1

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行するようにスケジューリングされます。
seconds引数を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケジューリングされます。デフォ
ルトの動作のライフタイムは 3600秒（1時間）です。

ステップ 16 ageout seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動作をメモリに常駐させておく時間を秒数

で指定します。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウトしないことを意味します。

ステップ 17 recurring

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# recurring

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始され、指定された期間実行されるように指

定します。

ステップ 18 start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# start-time 01:00:00

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次のキーワードについて説明します。

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を保留（未開始）状態にしておくように設
定します。デフォルト値は inactiveです。start-timeコマンドが指定されていない場合、開
始時刻が設定されるか、即時スタートを実行するトリガーが発生するまで、情報は収集さ

れません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時スタートする必要があることを示しま
す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使用して時刻を指定します。ここで指定
した時刻以降に、動作が情報の収集を開始します。

ステップ 19 commit

ステップ 20 show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router# show ipsla statistics 432

現在の統計情報を表示します。

ICMPパスジッター動作の設定
IP SLA ICMPパスジッター動作は、IPネットワーク内のホップバイホップジッター、パケッ
ト損失、および遅延測定統計情報を提供します。パスジッター動作は、一方向データの総計と

往復データの総計を提供する標準的な UDPジッター動作とは異なる機能を果たします。

ICMPパスジッター動作は、標準的なUDPジッター動作を補完するものとして使用できます。
たとえば、UDPジッター動作から得られた結果が予期しない遅延や高いジッター値を示すこと
があります。この場合に ICMPパスジッター動作を使用すると、ネットワークパスのトラブル
シューティングを行い、伝送パス沿いの特定のセグメントでトラフィックが渋滞していないか

どうかを確認できます。

ICMPパスジッター動作は、まず tracerouteユーティリティを使用して送信元から宛先までの
ホップバイホップ IPルートを検出し、次に ICMPエコーを使用して、パス沿いの各ホップの
応答時間、パケット損失、およびジッターの概算値を測定します。ICMPパスジッター動作を
使用して得られたジッター値は、ターゲットノードでの遅延が考慮されていないため、近似値

です。

ICMPパスジッター動作は、送信元デバイスから指定した宛先デバイスまでの IPパスをトレー
スし、次にそのトレースパス沿いの各ホップに N個のエコープローブを Tミリ秒間隔で送信
します。動作全体は、F秒ごとに 1回の頻度で繰り返されます。次の表に示すように、属性は
ユーザ設定可能です。
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表 5 : ICMPパスジッター動作のパラメータ

設定方法デフォルトICMPパスジッター動作のパラ
メータ

• operation-number引数を指定した ipsla
operationコマンド

• count引数を指定した packet countコマン
ド

10個のエ
コー

エコープローブの数（N）

• operation-number引数を指定した ipsla
operationコマンド

• interval引数を指定した packet intervalコ
マンド

20ミリ秒エコープローブ間隔（ミリ秒

単位）（T）

• operation-number引数を指定した ipsla
operationコマンド

• seconds引数を指定した frequencyコマン
ド

60秒に 1回動作の繰り返し頻度（F）

基本的な ICMPパスジッター動作を設定およびスケジューリングするのか、追加のパラメータ
を使用した ICMPジッター動作を設定およびスケジューリングするのかに応じて、次のいずれ
かの手順を実行します。

基本的な ICMPパスジッター動作の設定およびスケジューリング

動作の一般的なデフォルト特性を使用して ICMPパスジッター動作を設定およびスケジューリ
ングできます。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla operation 432

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。

ステップ 3 type icmp path-jitter

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# type icmp path-jitter
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ICMPパスジッター動作タイプを定義します。

ステップ 4 destination address ipv4address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# destination address 12.25.26.10

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定します。

ステップ 5 packet count count

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# packet count 30

（任意）プローブ中に送信されるパケット数を指定します。UDPジッター動作の場合、範囲は
1～ 60000です。ICMPパスジッター動作の場合、範囲は 1～ 100です。

送信されるデフォルトのパケット数は 10です。

ステップ 6 packet interval interval

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# packet interval 30

（任意）パケット間隔を指定します。パケット間のデフォルト間隔は 20ミリ秒です。

ステップ 7 frequency seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# frequency 300

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信されるレートを設定します。

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間隔の秒数を指定します。有効な値の範囲
は 1～ 12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

ステップ 8 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#

IP SLA動作コンフィギュレーションモードおよび IP SLAコンフィギュレーションモードを
終了します。グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

ステップ 9 ipsla schedule operation op-num

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla schedule operation 432
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケジュールを設定できます。

ステップ 10 life {forever | seconds}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# life 30

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行するようにスケジューリングされます。
seconds引数を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケジューリングされます。デフォ
ルトの動作のライフタイムは 3600秒（1時間）です。

ステップ 11 ageout seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動作をメモリに常駐させておく時間を秒数

で指定します。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウトしないことを意味します。

ステップ 12 recurring

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# recurring

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始され、指定された期間実行されるように指

定します。

ステップ 13 start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# start-time 01:00:00

（任意）動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次のキーワードについて説明しま

す。

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を保留（未開始）状態にしておくように設
定します。デフォルト値は inactiveです。start-timeコマンドが指定されていない場合、開
始時刻が設定されるか、即時スタートを実行するトリガーが発生するまで、情報は収集さ

れません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時スタートする必要があることを示しま
す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使用して時刻を指定します。ここで指定
した時刻以降に、動作が情報の収集を開始します。

ステップ 14 commit
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ステップ 15 show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router# show ipsla statistics 432

現在の統計情報を表示します。

追加パラメータを指定した ICMPパスジッター動作の設定およびスケジューリング

送信元デバイスで ICMPパスエコー動作をイネーブルにして、省略可能な IP SLAパラメータ
を設定できます。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla operation 432

動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。

ステップ 3 type icmp path-jitter

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# type icmp path-jitter

ICMPパスジッター動作タイプを定義します。

ステップ 4 vrf vrf-name

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-imcp-path-jitter)# vrf VPN-A

（任意）ICMPパスジッター動作の中で、デフォルト以外のルーティングテーブルを使用して
VPNのモニタリングをイネーブルにします。最大 32文字の英数字です。

ステップ 5 lsr-path ip-address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-imcp-path-jitter)# lsr-path 20.25.22.1

ルーズソースルーティングパスを使用することを指定します。

ステップ 6 destination address ipv4address

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# destination address 12.25.26.10

正しい動作タイプの宛先の IPアドレスを指定します。

ステップ 7 packet count count

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# packet count 30

（任意）プローブ中に送信されるパケット数を指定します。UDPジッター動作の場合、範囲は
1～ 60000です。ICMPパスジッター動作の場合、範囲は 1～ 100です。

送信されるデフォルトのパケット数は 10です。

ステップ 8 packet interval interval

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# packet interval 30

（任意）パケット間隔を指定します。パケット間のデフォルト間隔は 20ミリ秒です。

ステップ 9 frequency seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# frequency 300

（任意）指定した IP SLA動作がネットワークに送信されるレートを設定します。

•（任意）seconds引数を使用して、IP SLA動作間隔の秒数を指定します。有効な値の範囲
は 1～ 12604800秒です。デフォルトは 60秒です。

ステップ 10 datasize request size

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# datasize request 512

（任意）指定した IP SLA動作の要求パケットのペイロードにおけるプロトコルデータサイズ
を設定します。

•プロトコルデータサイズ（バイト単位）を指定するには、size引数を使用します。ジッター
のデフォルトは 36バイトです。有効な範囲は 0～ 16384バイトです。

ステップ 11 tos number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# tos 1

IP SLA動作の IPヘッダーに、タイプオブサービス（ToS）バイトを定義します。
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ToSバイトは DiffServコードポイント（DSCP）値に変換できますが、DSCP値を直
接入力することはできません。DSCP値を使用するには、それに 4を掛けて、結果を
number引数として入力します。

（注）

ステップ 12 timeout milliseconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# timeout 10000

IP SLA動作がその要求パケットからの応答を待機する時間を設定します。

• milliseconds引数を使用して、動作が応答を待機するミリ秒数を指定します。

ステップ 13 tag text

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# tag ipsla

（任意）IP SLA動作のユーザ指定 IDを作成します。

ステップ 14 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-icmp-path-jitter)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#

IP SLA動作コンフィギュレーションモードおよび IP SLAコンフィギュレーションモードを
終了します。グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

ステップ 15 ipsla schedule operation op-num

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla schedule operation 432
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケジュールを設定できます。

ステップ 16 life {forever | seconds}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# life 30

foreverキーワードを指定すると、動作を無期限で実行するようにスケジューリングされます。
seconds引数を指定すると、動作のライフタイムが秒単位でスケジューリングされます。デフォ
ルトの動作のライフタイムは 3600秒（1時間）です。

ステップ 17 ageout seconds

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# ageout 3600

（任意）情報をアクティブに収集していない場合、動作をメモリに常駐させておく時間を秒数

で指定します。デフォルト値の 0秒は、動作がタイムアウトしないことを意味します。

ステップ 18 recurring

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# recurring

（任意）動作が毎日指定された時刻に自動的に開始され、指定された期間実行されるように指

定します。

ステップ 19 start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# start-time 01:00:00

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次のキーワードについて説明します。

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を保留（未開始）状態にしておくように設
定します。デフォルト値は inactiveです。start-timeコマンドが指定されていない場合、開
始時刻が設定されるか、即時スタートを実行するトリガーが発生するまで、情報は収集さ

れません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時スタートする必要があることを示しま
す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使用して時刻を指定します。ここで指定
した時刻以降に、動作が情報の収集を開始します。

ステップ 20 commit

ステップ 21 show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router# show ipsla statistics 432

現在の統計情報を表示します。

IP SLA MPLS LSP ping動作およびトレース動作の設定
MPLS LSP ping動作とトレース動作を使用すると、サービスプロバイダーは、ラベルスイッ
チドパス（LSP）をモニタし、MPLSフォワーディングの問題をすばやく切り分けることがで
きます。送信元ルータとターゲットルータの間のネットワーク接続の問題をトラブルシュー

ティングするには、これらの IP SLA動作を使用します。LSPをテストするため、MPLS LSP
ping動作とトレース動作は、エコー要求パケットを送信しエコー応答パケットを受信します。
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MPLS LSP ping動作またはトレース動作を設定およびスケジューリングするには、次のいずれ
かのタスクを実行します。

MPLS LSP ping動作の設定およびスケジューリング

MPLS LSP ping動作は、LSPの終端にエコー要求（ユーザデータグラムプロトコル（UDP）
パケット）を送信し、診断データが格納されたエコー応答を受信することで、MPLSネット
ワーク内の LSPパスに沿ったルータの接続性をテストします。

MPLSエコー要求パケットは、検証対象の LSPに関連付けられた適切なラベルスタックを使
用してターゲットルータに送信されます。ラベルスタックを使用すると、パケットは LSP自
体を介して転送されます。

MPLSエコー要求パケットの宛先 IPアドレスは、ラベルスタックの選択に使用されるアドレ
スとは異なります。宛先 IPアドレスは、127.x.y.z/8アドレスとして定義されます。127.x.y.z/8
アドレスを使用すると、LSPが切断された場合に IPパケットが宛先に IPスイッチングされる
のを防ぐことができます。

MPLSエコー応答は、MPLSエコー要求に応じて送信されます。応答は IPパケットとして送信
され、IP、MPLS、または両方のスイッチングタイプの組み合わせを使用して転送されます。
MPLSエコー応答パケットの送信元アドレスは、エコー応答を生成するルータから取得された
アドレスです。宛先アドレスは、MPLSエコー要求パケットを送信したルータの送信元アドレ
スです。MPLSエコー応答の宛先ポートは、エコー要求の送信元ポートに設定されます。

MPLS LSP ping動作では、サポートされているいずれかの Forwarding Equivalence Class（FEC;
転送等価クラス）エンティティを使用して、ping送信元と各 FECの出力ノード間の LSPの接
続性が検証されます。MPLS LSP ping動作では、次の FECタイプがサポートされています。

• LDP IPv4プレフィックス（target ipv4コマンドで設定）

• MPLS TEトンネル（target traffic-eng tunnelコマンドで設定）

•疑似回線（target pseudowireコマンドで設定）

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla operation 432

IP SLA動作を設定し、動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。

ステップ 3 type mpls lsp ping

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# type mpls lsp ping
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MPLS LSP ping動作を設定し、IP SLAMPLS LSP pingコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

ステップ 4 output interface type interface-path-id

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# output interface pos 0/1/0/0

（任意）LSP ping動作で使用されるエコー要求出力インターフェイスを設定します。

MPLS LSP ping動作で使用されるターゲットとして疑似回線が指定されている場合
は、output interfaceコマンドを使用できません。

（注）

ステップ 5 target {ipv4 destination-address destination-mask | traffic-eng tunnel tunnel-interface | pseudowire
destination-address circuit-id}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# target ipv4 10.25.26.10 255.255.255.255

または

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# target ipv4 10.25.26.10/32

または

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# target traffic-eng tunnel 12

または

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# target pseudowire 192.168.1.4 4211

MPLSLSP ping動作のターゲット宛先を、LDP IPv4アドレス、MPLSトラフィックエンジニア
リングトンネル、または疑似回線として指定します。

ステップ 6 lsp selector ipv4 ip-address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# lsp selector ipv4 127.0.0.2

（任意）MPLS LSP ping動作の LSPを選択するために使用されるローカルホスト IPv4アドレ
スを指定します。

ステップ 7 force explicit-null

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# force explicit-null

（任意）エコー要求を送信するときに、LSPのラベルスタックに明示的な nullラベルを追加
します。
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ステップ 8 reply dscp dscp-bits

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# reply dscp 2

（任意）エコー応答パケットで使用する DiffServコードポイント（DSCP）値を指定します。
有効な値は 0～ 63です。

数値の代わりに、EF（緊急転送）やAF11（保証転送クラスAF11）などの予約されたキーワー
ドを指定できます。

ステップ 9 reply mode {control-channel | router-alert}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# reply mode router-alert

または

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# reply mode control-channel

（任意）MPLS LSP ping動作の制御チャネルを経由してエコー応答パケットを送信するか、IP
ルータアラートを含む IPv4 UDPパケットとして応答するように、エコー要求を設定します。
ルータアラート応答モードでは、エコー応答パケットが宛先に戻る場合に、中間ホップごとに

中継 LSRルータによって特別な処理が実行されるように強制されます。

control-channelキーワードは、ターゲットが疑似回線に設定されている場合のみ使用
できます。

（注）

ステップ 10 exp exp-bits

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# exp 5

（任意）エコー応答パケットのヘッダーで使用するMPLS試験フィールド（EXP）値を指定し
ます。有効な値の範囲は 0～ 7です。

ステップ 11 ttl time-to-live

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# ttl 200

（任意）エコー要求パケットのMPLSラベルで使用する存続可能時間（TTL）値を指定しま
す。有効な値は、1～ 255です。

ステップ 12 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# exit
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#

IP SLAMPLS LSP Pingコンフィギュレーションモードおよび IP SLAコンフィギュレーション
モードを終了します。グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

ステップ 13 ipsla schedule operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla schedule operation 432
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケジュールを設定できます。

ステップ 14 start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# start-time 01:00:00

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次のキーワードについて説明します。

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を保留（未開始）状態にしておくように設
定します。デフォルト値は inactiveです。start-timeコマンドが指定されていない場合、開
始時刻が設定されるか、即時スタートを実行するトリガーが発生するまで、情報は収集さ

れません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時スタートする必要があることを示しま
す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使用して時刻を指定します。ここで指定
した時刻以降に、動作が情報の収集を開始します。

ステップ 15 commit

ステップ 16 show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router# show ipsla statistics 432

現在のMPLS LSP ping動作の IP SLA統計情報を表示します。

MPLS LSPトレース動作の設定およびスケジューリング

MPLS LSPトレース動作は、エコー要求（UDPパケット）を各中継ラベルスイッチングルー
タ（LSP）のコントロールプレーンに送信することにより、MPLSネットワーク内のターゲッ
トルータへの LSPパスのホップバイホップルートをトレースします。中継 LSRでは、さまざ
まなチェックが実行され、LSPパスの中継 LSRであることが特定されます。トレース動作で
は、ネットワーク接続のトラブルシューティングと、障害があるホップバイホップのローカラ

イズを実行できます。
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エコー要求パケットとエコー応答パケットがLSPを検証します。MPLSLSPトレース動作の成
功は、ラベル付きパケットを受信したときにMPLSエコー要求を処理する中継ルータに依存し
ます。

中継ルータは、存続可能時間（TTL）が期限切れになったMPLSパケットまたはLSPの切断に
対応して、中継ホップに関する情報を含むMPLSエコー応答を返します。MPLSエコー応答の
宛先ポートは、エコー要求の送信元ポートに設定されます。

MPLSLSPトレース動作では、各中継LSRが、トレースされているForwardingEquivalenceClass
（FEC;転送等価クラス）エンティティのタイプに関連する情報を返します。この情報により、
トレース動作では、ローカルフォワーディングの情報がルーティングプロトコルによってLSP
パスとして特定された情報と一致するかどうかをチェックできます。

MPLSラベルは、LSPで使用されている FECのタイプに従って、パケットにバインドされま
す。MPLS LSPトレース動作では、次の FECタイプがサポートされています。

• LDP IPv4プレフィックス（target ipv4コマンドで設定）

• MPLS TEトンネル（target traffic-eng tunnelコマンドで設定）

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla operation 432

IP SLA動作を設定し、動作番号を指定します。範囲は 1～ 2048です。

ステップ 3 type mpls lsp trace

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# type mpls lsp trace

MPLS LSPトレース動作を設定し、IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

ステップ 4 output interface type interface-path-id

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-ping)# output interface pos 0/1/0/0

（任意）LSPトレース動作で使用されるエコー要求出力インターフェイスを設定します。

ステップ 5 次のいずれかを実行します。

• target ipv4 destination-address destination-mask
• target traffic-eng tunnel tunnel-interface
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例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# target ipv4 10.25.26.10
255.255.255.255

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# target ipv4 10.25.26.10/32

または

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# target traffic-eng tunnel 12

MPLS LSPトレース動作のターゲット宛先を、LDP IPv4アドレスまたはMPLSトラフィック
エンジニアリングトンネルとして指定します。

ステップ 6 lsp selector ipv4 ip-address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# lsp selector ipv4 127.0.0.2

（任意）IPv4 LSP ping動作の LSPを選択するために使用されるローカルホストMPLSアドレ
スを指定します。

ステップ 7 force explicit-null

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# force explicit-null

（任意）エコー要求を送信するときに、LSPのラベルスタックに明示的な nullラベルを追加
します。

ステップ 8 reply dscp dscp-bits

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# reply dscp 2

（任意）エコー応答パケットで使用する DiffServコードポイント（DSCP）値を指定します。
有効な値は 0～ 63です。

数値の代わりに、EF（緊急転送）やAF11（保証転送クラスAF11）などの予約されたキーワー
ドを指定できます。

ステップ 9 reply mode router-alert

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# reply mode router-alert

（任意）IPルータアラートを使用した IPv4 UDPパケットとして応答するようにエコー要求を
設定します。ルータアラート応答モードでは、エコー応答パケットが宛先に戻る場合に、中間

ホップごとに中継 LSRルータによって特別な処理が実行されるように強制されます。

ステップ 10 exp exp-bits
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例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# exp 5

（任意）エコー応答パケットのヘッダーで使用するMPLS試験フィールド（EXP）値を指定し
ます。有効な値の範囲は 0～ 7です。

ステップ 11 ttl time-to-live

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# ttl 20

（任意）エコー要求パケットのMPLSラベルで使用する存続可能時間（TTL）値を指定しま
す。有効な値は、1～ 255です。

ステップ 12 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-lsp-trace)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-op)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# exit
RP/0/RP0/cpu 0: router(config)#

IP SLA MPLS LSPトレースコンフィギュレーションモードおよび IP SLAコンフィギュレー
ションモードを終了します。グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

ステップ 13 ipsla schedule operation operation-number

例：

RP/0//CPU0:router(config)# ipsla schedule operation 432
RP/0//CPU0:router(config-ipsla-sched)#

動作の開始時間をスケジューリングします。基本スケジュールを設定できます。

ステップ 14 start-time [hh:mm:ss {day | month day} | now | pending | after hh:mm:ss]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-sched)# start-time 01:00:00

動作が開始される時刻を指定します。ここでは、次のキーワードについて説明します。

•（任意）pendingキーワードを使用して、動作を保留（未開始）状態にしておくように設
定します。デフォルト値は inactiveです。start-timeコマンドが指定されていない場合、開
始時刻が設定されるか、即時スタートを実行するトリガーが発生するまで、情報は収集さ

れません。

•（任意）nowキーワードを使用して、動作を即時スタートする必要があることを示しま
す。

•（任意）afterキーワードおよび関連する引数を使用して時刻を指定します。ここで指定
した時刻以降に、動作が情報の収集を開始します。
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ステップ 15 commit

ステップ 16 show ipsla statistics [operation-number]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router # show ipsla statistics 432

トレース動作の現在の IP SLA統計情報を表示します。

IP SLA反応としきい値のモニタリングの設定
IPSLAでしきい値を設定して、しきい値違反を通知するようにするには、ipslareactionoperation
コマンドと ipsla reaction triggerコマンドが必要です。次の手順を実行して、IP SLA反応とし
きい値のモニタリングを設定します。

IP SLA反応のモニタ対象の要素の設定

IP SLA反応は、モニタ対象の値が指定レベルを上回ったり下回ったりした場合や、モニタ対
象のイベント（タイムアウトやに接続の切断など）が発生した場合にトリガーされるように設

定されます。これらのモニタ対象の値およびイベントは、モニタ対象の要素と呼ばれます。特

定の動作で反応が発生するように、反応の条件を設定できます。

利用できるモニタ対象の要素のタイプは、次の項に示されています。

接続の切断違反のトリガーの設定

モニタ対象の動作に接続の切断がある場合の反応を設定できます。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla reaction operation 432

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特定のアクションを設定します。
operation-number引数は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数です。範囲は 1～ 2048
です。

ステップ 3 react [connection-loss]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react)# react connection-loss
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)#
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反応をモニタする要素を指定します。

connection-lossキーワードを使用して、モニタ対象の動作で接続の切断がある場合に反応が発
生するように指定します。

ステップ 4 commit

ジッター違反のトリガーの設定

ジッター値は送信元から宛先の値および宛先から送信元の値として計算されます。各方向また

は両方向のジッター値が指定しきい値を上回るか下回る場合に、トラップなどのイベントをト

リガーできます。jitter-averageをモニタ対象の要素として設定できます。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla reaction operation 432

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特定のアクションを設定します。
operation-number引数は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数です。範囲は 1～ 2048
です。

ステップ 3 react [jitter-average {dest-to-source | source-to-dest}]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react)# react jitter-average
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)#

反応をモニタする要素を指定します。

反応は、平均ラウンドトリップジッター値が上限または下限のしきい値に違反している場合に

発生します。jitter-averageキーワードには、次のオプションが用意されています。

• dest-to-source：宛先から送信元（DS）のジッター平均を指定します。

• source-to-dest：送信元から宛先（SD）のジッター平均を指定します。

ステップ 4 commit

パケット損失違反のトリガーの設定

パケット損失値は送信元から宛先の値および宛先から送信元の値として計算されます。各方向

のパケット損失値が指定しきい値を上回るか下回る場合に、トラップなどのイベントをトリ
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ガーできます。パケット損失をモニタ対象の要素として設定するには、このタスクを実行しま

す。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla reaction operation 432

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特定のアクションを設定します。
operation-number引数は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数です。範囲は 1～ 2048
です。

ステップ 3 react[packet-loss [dest-to-source | source-to-dest]]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react)# react packet-loss dest-to-source
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)#

反応をモニタする要素を指定します。

パケット損失値違反の反応が指定されます。packet-lossキーワードには、次のオプションが用
意されています。

• dest-to-source：宛先から送信元（DS）のパケット損失違反を指定します。

• source-to-dest：送信元から宛先（SD）のパケット損失違反を指定します。

ステップ 4 commit

ラウンドトリップ違反のトリガーの設定

ラウンドトリップ時間（RTT）は、すべての IP SLA動作のモニタ対象値です。rtt値が指定し
きい値を上回るか下回る場合に、トラップなどのイベントをトリガーできます。rttをモニタ対
象の要素として設定できます。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla reaction operation 432
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IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特定のアクションを設定します。
operation-number引数は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数です。範囲は 1～ 2048
です。

ステップ 3 react [rtt]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react)# react rtt
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)#

反応をモニタする要素を指定します。

rttキーワードを使用して、ラウンドトリップ値が上限または下限のしきい値に違反する場合
に発生する反応を指定します。

ステップ 4 commit

タイムアウト違反のトリガーの設定

タイムアウト違反のトリガーを設定できます。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla reaction operation 432

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特定のアクションを設定します。
operation-number引数は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数です。範囲は 1～ 2048
です。

ステップ 3 react [timeout]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react)# react timeout
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)#

反応をモニタする要素を指定します。

timeoutキーワードを使用して、モニタ対象の動作にタイムアウトがある場合に発生する反応
を指定します。

ステップ 4 commit
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エラー検証違反のトリガーの設定

エラー検証違反がある場合の反応を指定できます。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla reaction operation 432

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特定のアクションを設定します。
operation-number引数は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数です。範囲は 1～ 2048
です。

ステップ 3 react [verify-error]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react)# react verify-error
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)#

反応をモニタする要素を指定します。

verify-errorキーワードを使用して、エラー検証違反があるときに発生する反応を指定します。

ステップ 4 commit

IP SLA反応のしきい値違反タイプの設定

各モニタリング対象の要素では、次の項目を指定できます。

•しきい値をチェックするための条件

•反応を発生させることができる条件の発生パターン（しきい値タイプなど）

たとえば、threshold type immediateコマンドを使用すると、対象の条件が確認されるとすぐに
特定の要素で反応が発生するように指定できます。または、threshold type consecutiveコマン
ドを使用すると、3回連続して条件が確認されると反応が発生するように指定できます。

しきい値のタイプでは、イベントをトリガーするしきい値違反（またはしきい値違反の組み合

わせ）のタイプを定義します。
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この表では、しきい値違反タイプを一覧で示します。

表 6 : IP SLA反応のしきい値違反タイプ

説明しきい値違反

のタイプ

違反が何回か連続して発生した後にのみイベントをトリガーします。たとえ

ば、連続した違反タイプを使用すると、タイムアウトが 5回連続して発生し
た後や、ラウンドトリップ時間が上限のしきい値を 5回連続して上回った後
にアクションが実行されるように設定できます。詳細については、「連続し

た違反のイベントの生成（68ページ）」を参照してください。

連続

反応タイプ（応答時間など）の値が上限しきい値を上回るか、下限しきい値

を下回る場合や、タイムアウト、接続の切断、verify-errorイベントが発生し
た場合にイベントを即座にトリガーします。詳細については、「各違反のイ

ベントの生成（67ページ）」を参照してください。

即時

y回のプローブ動作以内に x回の違反が発生すると（x回/y回）、イベント
をトリガーします。詳細については、「X / Y違反のイベントの生成（69
ページ）」を参照してください。

X / Y

プローブ動作の X回の値の平均合計が、指定された上限しきい値を上回る
か、下限しきい値を下回るときにイベントをトリガーします。詳細について

は、「平均違反のイベントの生成（70ページ）」を参照してください。

平均

各違反のイベントの生成

指定された条件が満たされるたびに、トラップ生成したり、別の動作をトリガーしたりできま

す。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla reaction operation 432

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特定のアクションを設定します。
operation-number引数は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数です。範囲は 1～ 2048
です。

ステップ 3 react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source | source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source
| source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react)# react timeout
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)#

反応をモニタする要素を指定します。

モニタ対象の動作にタイムアウトがあると、反応が指定されます。

ステップ 4 threshold type immediate

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)# threshold type immediate

しきい値違反に対してただちにアクションを実行します。

ステップ 5 commit

連続した違反のイベントの生成

連続した回数の違反が発生した後に、トラップ生成したり、別の動作をトリガーしたりできま

す。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla reaction operation 432

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特定のアクションを設定します。
operation-number引数は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数です。範囲は 1～ 2048
です。

ステップ 3 react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source | source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source
| source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react)# react connection-loss
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)#

反応をモニタする要素を指定します。

モニタ対象の動作に接続の切断があると、反応が指定されます。

ステップ 4 threshold type consecutive occurrences

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)# threshold type consecutive 8
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連続した回数の違反が発生した後にアクションを実行します。反応条件が連続した発生回数に

対して設定されている場合、デフォルト値はありません。発生回数は、しきい値タイプの指定

時に設定されます。連続した違反回数は 1～ 16です。

ステップ 5 commit

X / Y違反のイベントの生成

y回のプローブ動作以内に x回の違反が発生した後に（x回/y回）、トラップ生成したり、別
の動作をトリガーしたりできます。例として、reactコマンドに rttキーワードを指定して使用
します。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla reaction operation 432

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特定のアクションを設定します。
operation-number引数は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数です。範囲は 1～ 2048
です。

ステップ 3 react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source | source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source
| source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react)# react rtt
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)#

ラウンドトリップ値が上限しきい値または下限しきい値に違反している場合に反応が発生する

ように指定します。

ステップ 4 threshold type xofy X value Y value

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)# threshold type xofy 7 7

モニタ対象の要素でしきい値違反などの反応条件が発生した場合、y回のプローブ動作以内に
x回の違反が発生すると（x回/y回）、actionコマンドでの定義に従って、アクションが実行さ
れます。デフォルトは、x-valueおよび y-valueの両方とも 5です（xofy 5 5）。各値の有効範囲
は 1～ 16です。

ステップ 5 commit
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平均違反のイベントの生成

プローブ動作のXの平均合計数が下限しきい値または上限しきい値に違反する場合、トラップ
生成したり、別の動作をトリガーしたりできます。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla reaction operation 432

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特定のアクションを設定します。
operation-number引数は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数です。範囲は 1～ 2048
です。

ステップ 3 react [connection-loss | jitter-average { dest-to-source | source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source
| source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react)# react packet-loss dest-to-source
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)#

反応をモニタする要素を指定します。

パケット損失値違反の反応が指定されます。packet-lossキーワードには、次のオプションが用
意されています。

• dest-to-source：宛先から送信元（DS）のパケット損失違反を指定します。

• source-to-dest：送信元から宛先（SD）のパケット損失違反を指定します。

ステップ 4 threshold type average number-of-probes

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)# threshold type average 8

平均値がしきい値に違反した場合にアクションを実行します。

ステップ 5 commit

反応イベントの指定

反応条件が検出されるとき、actionコマンドを使用して、発生するアクションのタイプを設定
できます。次のアクションタイプが設定されます。
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• logging：loggingキーワードが設定されると、反応が発生したことを示すメッセージがコ
ンソールに生成されます。

• trigger：triggerキーワードが設定されると、1回以上の他の動作を開始できます。その結
果、ipsla reaction trigger op1 op2コマンドで開始できる動作を制御できます。このコマン
ドは、op1がアクションタイプのトリガーを生成すると、動作 op2を開始できることを示
します。

反応イベントを指定できます。例として、reactコマンドに connection-lossキーワードを指定
して使用します。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla reaction operation operation-number

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla reaction operation 432

IP SLAエージェントが制御するイベントに基づいた特定のアクションを設定します。
operation-number引数は、設定されている反応に対する IP SLA動作の数です。範囲は 1～ 2048
です。

ステップ 3 react [connection-loss | jitter-average {dest-to-source | source-to-dest} | packet-loss [dest-to-source
| source-to-dest] | rtt | timeout | verify-error]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react)# react connection-loss
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)#

モニタ対象の動作で接続の切断がある場合の反応を指定します。

ステップ 4 action [logging | trigger]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-react-cond)# action logging

reactコマンドを設定した場合、またはしきい値イベントが発生した場合に実行されるアクショ
ンまたはアクションの組み合わせを指定します。次のアクションタイプが記述されます。

• logging：モニタ対象の要素で指定された違反タイプが発生した場合に、ロギングメッセー
ジを送信します。IP SLAエージェントは syslogを生成し、SNMPに通知します。トラッ
プを生成するかどうかは、SNMPエージェントによって決定されます。

• trigger：違反条件に一致した場合に保留からアクティブへの移行が発生する 1つまたは複
数の動作の動作ステートを決定します。トリガーされるターゲット動作は、ipsla reaction
triggerコマンドを使用して指定されます。ターゲット動作は、そのターゲット動作の
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lifetime値で指定された存続期間が経過するまで継続します。トリガーされたターゲット
動作は、存続期間が終了するまで、再度トリガーされることはありません。

ステップ 5 commit

送信元 PEルータでのMPLS LSPモニタリングインスタンスの設定
このタスクを実行して、MPLSLSPモニタ（MPLSLM）インスタンスの動作パラメータを設定
します。IP SLA測定統計情報は送信元 PEルータに保存されます。

MPLS LSPモニタ pingまたはトレースインスタンスを設定するには、次のタスクのいずれか
を実行します。

MPLS LSPモニタリング pingインスタンスの設定

始める前に

MPLS LSPモニタリングは PEルータで設定されます。（注）

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla

IP SLAコンフィギュレーションモードを開始し、IPサービスレベル契約を設定します。

ステップ 3 mpls discovery vpn

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# mpls discovery vpn

（任意）MPLSVPN BGPネクストホップネイバー探索コンフィギュレーションモードを開始
します。

ステップ 4 interval minutes

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-discovery-vpn)# interval 120
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（任意）有効ではなくなったルーティングエントリがMPLS VPNの BGPネクストホップネ
イバー探索データベースから削除される間隔を指定します。デフォルトの間隔は 60分です。

ステップ 5 exit

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-discovery-vpn)# exit

MPLSディスカバリ VPNコンフィギュレーションモードを終了します。

ステップ 6 mpls lsp-monitor

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm)#

MPLS LSPモニタモードを開始します。このモードから、LSPモニタインスタンスの設定、
LSPモニタインスタンスの反応の設定、または LSPモニタインスタンスのスケジューリング
を実行できます。

ステップ 7 monitor monitor-id

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-def)#

MPLS LSPモニタインスタンスを設定し、IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーション
モードを開始します。

ステップ 8 type mpls lsp ping

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping

検出されたそれぞれの BGPネクストホップアドレスに対して、自動的にMPLS LSP ping動作
を作成し、対応するコンフィギュレーションモードを開始して、パラメータを設定します。

ステップ 9 vrf vrf-name

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# vrf SANJOSE

（任意）ping動作で特定のバーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティングおよ
び転送（VRF）インスタンスのモニタリングをイネーブルにします。VRFを指定しない場合、
MPLS LSPモニタリングインスタンスはすべての VRFをモニタします。

ステップ 10 scan interval scan-interval

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# scan interval 300
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（任意）MPLS LSPモニタインスタンスが BGPネクストホップネイバーの更新のためにス
キャンキューをチェックする間隔（分単位）を指定します。デフォルトの間隔は240分です。

各間隔では、MPLS LSPモニタインスタンススキャンキューにリストされている新しく検出
された BGPネクストホップネイバーごとに、新しい IP SLA動作が自動的に作成されます。

ステップ 11 scan delete-factor factor-value

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# scan delete-factor 2

（任意）有効ではなくなった BGPネクストホップネイバーに対する IP SLA動作を自動的に
削除するまでに、MPLS LSPモニタインスタンスがスキャンキューをチェックする回数を指
定します。

デフォルトのスキャンファクタは 1です。つまり、MPLS LSPモニタインスタンスがスキャ
ンキューで更新をチェックするたびに、有効ではなくなったBGPネクストホップネイバーの
IP SLA動作が削除されます。

スキャンファクタが 0に設定されると、MPLS LSPモニタインスタンスによって IP SLA動作
は削除されません。この設定は推奨しません。

ステップ 12 timeout milliseconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# timeout 50000

（任意）各MPLS LSP動作が LSP検証（LSPV）サーバからの応答を待機する時間の長さを指
定します。デフォルト値は 5000ミリ秒です。

ステップ 13 datasize request size

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# datasize request 512

（任意）MPLS LSPエコー要求パケットのペイロードサイズを指定します。デフォルト値は
100バイトです。

このコマンドは、MPLS LSP pingモードだけで利用できます。（注）

ステップ 14 lsp selector ipv4 ip-address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# lsp selector ipv4 127.10.10.1

（任意）複数のLSPからラベルスイッチドパス（LSP）を選択するために使用するローカルホ
スト IPアドレス（127.x.x.x）を指定します。デフォルト値は 127.0.0.1です。

ステップ 15 force explicit-null

例：

IPサービスレベル契約の実装
74

IPサービスレベル契約の実装

MPLS LSPモニタリング pingインスタンスの設定



RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# force explicit-null

（任意）MPLS LSPエコー要求パケットのラベルスタックに、明示的な Nullラベルが追加さ
れるかどうかを指定します。デフォルトでは、無効になっています。

ステップ 16 reply dscp dscp-bits

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# reply dscp 5

（任意）MPLS LSPエコー応答パケットの IPヘッダーで使用される DiffServサービスコード
ポイント（DSCP）値を指定します。

ステップ 17 reply mode router-alert

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# reply mode router-alert

（任意）MPLS LSPエコー応答パケットでルータアラートオプションの使用をイネーブルに
します。デフォルトでは、無効になっています。

ステップ 18 ttl time-to-live

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# ttl 200

（任意）MPLS LSP動作に使用されるエコー要求パケットの最大ホップカウントを指定しま
す。デフォルト値は 255です。

ステップ 19 tag text

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# tag mplslm-tag

（任意）MPLS LSP動作のユーザ指定 IDを作成します。

ステップ 20 exp exp-bits

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# exp 7

（任意）エコー要求パケットのMPLSヘッダーで使用される試験フィールド値を指定します。
デフォルト値は 0です。

ステップ 21 statistics hourly [buckets hours]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# statistics hourly buckets 2
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（任意）MPLSLSPモニタリングインスタンスでの動作の統計情報収集パラメータを指定しま
す。時間のデフォルト値は 2です。

ステップ 22 commit

次のタスク

•反応条件を設定します。

• MPLS LSPモニタリングインスタンス動作のスケジュールを設定します。

MPLS LSPモニタリングトレースインスタンスの設定

始める前に

MPLS LSPモニタリングは PEルータで設定されます。（注）

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla

IP SLAコンフィギュレーションモードを開始し、IPサービスレベル契約を設定します。

ステップ 3 mpls discovery vpn

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# mpls discovery vpn

（任意）MPLS VPN BGPネクストホップネイバー探索をイネーブルにします。

ステップ 4 interval minutes

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-discovery-vpn)# interval 120

（任意）有効ではなくなったルーティングエントリがMPLS VPNの BGPネクストホップネ
イバー探索データベースから削除される間隔を指定します。デフォルトの間隔は 60分です。

ステップ 5 exit
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例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mpls-discovery-vpn)# exit

MPLSディスカバリ VPNコンフィギュレーションモードを終了します。

ステップ 6 mpls lsp-monitor

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm)#

MPLS LSPモニタモードを開始します。このモードから、LSPモニタインスタンスの設定、
LSPモニタインスタンスの反応の設定、または LSPモニタインスタンスのスケジューリング
を実行できます。

ステップ 7 monitor monitor-id

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm)# monitor 1
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-def)#

MPLS LSPモニタインスタンスを設定し、IP SLA MPLS LSPモニタコンフィギュレーション
モードを開始します。

ステップ 8 type mpls lsp trace

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplsm-def)# type mpls lsp trace

検出されたそれぞれの BGPネクストホップアドレスに対して自動的にMPLS LSPトレース動
作を作成し、対応するコンフィギュレーションモードを開始して、パラメータを設定します。

ステップ 9 vrf vrf-name

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# vrf SANJOSE

（任意）traceroute動作で特定のバーチャルプライベートネットワーク（VPN）ルーティング
および転送（VRF）インスタンスのモニタリングをイネーブルにします。VRFを指定しない場
合、MPLS LSPモニタリングインスタンスはすべての VRFをモニタします。

ステップ 10 scan interval scan-interval

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# scan interval 300

（任意）MPLS LSPモニタインスタンスが BGPネクストホップネイバーの更新のためにス
キャンキューをチェックする間隔（分単位）を指定します。デフォルトの間隔は240分です。
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各間隔では、MPLS LSPモニタインスタンススキャンキューにリストされている新しく検出
された BGPネクストホップネイバーごとに、新しい IP SLA動作が自動的に作成されます。

ステップ 11 scan delete-factor factor-value

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# scan delete-factor 2

（任意）有効ではなくなった BGPネクストホップネイバーに対する IP SLA動作を自動的に
削除するまでに、MPLS LSPモニタインスタンスがスキャンキューをチェックする回数を指
定します。

デフォルトのスキャンファクタは 1です。つまり、MPLS LSPモニタインスタンスがスキャ
ンキューで更新をチェックするたびに、有効ではなくなったBGPネクストホップネイバーの
IP SLA動作が削除されます。

スキャンファクタが 0に設定されると、MPLS LSPモニタインスタンスによって IP SLA動作
は削除されません。この設定は推奨しません。

ステップ 12 timeout milliseconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# timeout 50000

（任意）各MPLS LSP動作が LSP検証（LSPV）サーバからの応答を待機する時間の長さを指
定します。デフォルト値は 5000ミリ秒です。

ステップ 13 lsp selector ipv4 ip-address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# lsp selector ipv4 127.10.10.1

（任意）複数のLSPからラベルスイッチドパス（LSP）を選択するために使用するローカルホ
スト IPアドレス（127.x.x.x）を指定します。デフォルト値は 127.0.0.1です。

ステップ 14 force explicit-null

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# force explicit-null

（任意）MPLS LSPエコー要求パケットのラベルスタックに、明示的な Nullラベルが追加さ
れるかどうかを指定します。デフォルトでは、無効になっています。

ステップ 15 reply dscp dscp-bits

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# reply dscp 5

（任意）MPLS LSPエコー応答パケットの IPヘッダーで使用される DiffServサービスコード
ポイント（DSCP）値を指定します。
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ステップ 16 reply mode router-alert

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# reply mode router-alert

（任意）MPLS LSPエコー応答パケットでルータアラートオプションの使用をイネーブルに
します。デフォルトでは、無効になっています。

ステップ 17 ttl time-to-live

例：

RP/0//CPU0:router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# ttl 40

（任意）MPLS LSP動作に使用されるエコー要求パケットの最大ホップカウントを指定しま
す。デフォルト値は 30です。

ステップ 18 tag text

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# tag mplslm-tag

（任意）MPLS LSP動作のユーザ指定 IDを作成します。

ステップ 19 exp exp-bits

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# exp 7

（任意）エコー要求パケットのMPLSヘッダーで使用される試験フィールド値を指定します。
デフォルト値は 0です。

ステップ 20 statistics hourly [buckets hours]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-trace)# statistics hourly buckets 2

（任意）MPLSLSPモニタリングインスタンスでの動作の統計情報収集パラメータを指定しま
す。時間のデフォルト値は 2です。

ステップ 21 commit

次のタスク

•反応条件を設定します。

• MPLS LSPモニタリングインスタンス動作のスケジュールを設定します。
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送信元PEルータでのMPLS LSPモニタリングインスタンスの反応条件
の設定

このタスクを実行して、MPLS LSPモニタリングインスタンスの反応条件を設定します。

始める前に

MPLS LSPモニタリングインスタンスは、反応条件を設定する前に定義してください。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla

IP SLAコンフィギュレーションモードを開始し、IPサービスレベル契約を設定します。

ステップ 3 mpls lsp-monitor

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm)#

MPLS LSPモニタモードを開始します。このモードから、LSPモニタインスタンスの設定、
LSPモニタインスタンスの反応の設定、または LSPモニタインスタンスのスケジューリング
を実行できます。

ステップ 4 reaction monitor monitor-id

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm)# reaction monitor 2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-react)#

MPLS LSPモニタインスタンスの反応を設定し、IP SLAMPLS LSPモニタ反応のコンフィギュ
レーションモードを開始します。

ステップ 5 react {connection-loss | timeout}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-react)# react connection-loss

一方向の接続が切断されたり、モニタ対象の動作にタイムアウトが発生したりすると、反応が

発生するように指定します。自動的に作成された動作に条件が当てはまると、反応は適用され

ます。
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ステップ 6 action logging

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-react-cond)# action logging

反応条件およびしきい値の結果として、イベントがログに記録されるように指定します。

ステップ 7 threshold type {consecutive occurrences | immediate}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-react-cond)# threshold type consecutive

指定した回数の違反が連続して発生した場合や、違反が発生すると即座に指定されたアクショ

ンが実行されるように指定します。occurrencesの有効な値の範囲は 1～ 16です。

ステップ 8 commit

次のタスク

• MPLS LSPモニタリングインスタンス動作のスケジュールを設定します。

送信元PEルータでのMPLSLSPモニタリングインスタンスのスケジュー
ル設定

このタスクを実行して、MPLSLSPモニタリングインスタンスでの動作のスケジュールを設定
します。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla

IP SLAコンフィギュレーションモードを開始し、IPサービスレベル契約を設定します。

ステップ 3 mpls lsp-monitor

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm)#
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MPLS LSPモニタモードを開始します。このモードから、LSPモニタインスタンスの設定、
LSPモニタインスタンスの反応の設定、または LSPモニタインスタンスのスケジューリング
を実行できます。

ステップ 4 schedule monitor monitor-id

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm)# schedule monitor 2
RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-sched)#

IP SLAMPLSLSPモニタスケジュールコンフィギュレーションモードを開始して、MPLSLSP
モニタインスタンスのスケジュールを設定します。

ステップ 5 frequency seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-sched)# frequency 600

（任意）スケジュール期間が実行される頻度を指定します。デフォルト値はスケジュール期間

と同じです。スケジュール期間は schedule periodコマンドを使用して指定されます。MPLS
LSPMPLSLSPモニタインスタンスの開始時刻のスケジュールを設定する前に、この値を指定
する必要があります。

ステップ 6 schedule period seconds

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-sched)# schedule period 300

その期間ですべての動作が実行されるようにスケジュールを設定する時間を秒単位で指定しま

す。すべての動作のスケジュールは、スケジュール期間中を通して均等の間隔で設定されま

す。

動作のセット全体が実行される頻度を指定するには、frequencyコマンドを指定します。頻度
の値は、スケジュール期間以上である必要があります。

MPLS LSPMPLS LSPモニタインスタンスの開始時刻のスケジュールを設定する前に、この値
を指定する必要があります。

ステップ 7 start-time hh:mm:ss [day | month day]

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-sched)# start-time 11:45:00 July 4

MPLSLSPモニタインスタンスが情報の収集を開始するときを指定します。スケジュールを設
定した時刻を指定する必要があります。指定しない場合、情報が収集されません。

ステップ 8 commit
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LSPパスディスカバリ
このタスクを実行して、LSPパスディスカバリ（LPD）およびエコー間隔、パス、スキャンな
どの必要なパラメータを設定します。

手順

ステップ 1 configure

ステップ 2 ipsla

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config)# ipsla

IP SLAコンフィギュレーションモードを開始し、IPサービスレベル契約を設定します。

ステップ 3 mpls lsp-monitor

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla)# mpls lsp-monitor

MPLS LSPモニタモードを開始します。このモードから、LSPモニタインスタンスの設定、
LSPモニタインスタンスの反応の設定、または LSPモニタインスタンスのスケジューリング
を実行できます。

ステップ 4 monitor monitor-id

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm)# monitor 2

MPLS LSPモニタインスタンスを設定します。

ステップ 5 type mpls lsp ping

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-def)# type mpls lsp ping

ラベルスイッチドパス（LSP）のエンドツーエンドの接続とMPLSネットワークの整合性を
検証します。

ステップ 6 path discover

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-ping)# path discover

LSPパスディスカバリをイネーブルにします。

ステップ 7 echo interval time

例：
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RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# echo interval 777

パスディスカバリ中に送信されるMPLS LSPエコー要求のインターバル（ミリ秒単位）を設
定します。範囲は 0～ 3600000です。デフォルトは 0です。

ステップ 8 echo maximum lsp selector ipv4 host address

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# echo maximum lsp selector ipv4
host_one 127.100.100.100

パスディスカバリ中に使用される最大セレクタ値であるローカルホストIPアドレス（127.x.x.x）
を設定します。デフォルトは 127.255.255.255です。

ステップ 9 echo multipath bitmap-size size

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# echo multipath bitmap-size 50

パスディスカバリ中にMPLS LSPエコー要求のダウンストリームマッピングで送信されるセ
レクタの最大数を設定します。範囲は 1～ 256です。デフォルトは 32です。

ステップ 10 echo retry count

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# echo retry 3

パスディスカバリ中に送信されるMPLS LSPエコー要求のタイムアウトリトライ回数を設定
します。範囲は 0～ 10です。デフォルトは 3です。

ステップ 11 echo timeout value

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# echo timeout 300

パスディスカバリ中のエコー要求のタイムアウト値を設定します。範囲は 0～ 3600（ミリ秒
単位）です。デフォルトは 5です。

ステップ 12 path retry range

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# path retry 12

MPLS LSPパスの再試行範囲を設定します。範囲は 1～ 16です。デフォルトは 1です。

ステップ 13 path secondary frequency {both | connection-loss | timeout} value}

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# path secondary frequency both 600
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次の secondary frequencyをイネーブルにします。

•タイムアウトおよび接続の切断の両方

•接続の切断のみ

•タイムアウトのみ

デフォルト値はありません。（注）

ステップ 14 scan period value

例：

RP/0/RP0/cpu 0: router(config-ipsla-mplslm-lsp-lpd)# scan period 60

MPLS LSPスキャン期間の値を設定します。範囲は 0～ 7200分です。デフォルトは 5です。

ステップ 15 commit

IPサービスレベル契約を実装するための設定例
ここでは、次の設定例を示します。

IPサービスレベル契約の設定：例
次の例では、UDPジッター動作を設定およびスケジューリングする方法を示します。

configure
ipsla
operation 101
type udp jitter
destination address 12.2.0.2
statistics hourly
buckets 5
distribution count 5
distribution interval 1
!
destination port 400
statistics interval 120
buckets 5
!
!
!
schedule operation 101
start-time now
life forever
!
!

show ipsla statistics
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Fri Nov 28 16:48:48.286 GMT
Entry number: 101

Modification time: 16:39:36.608 GMT Fri Nov 28 2014
Start time : 16:39:36.633 GMT Fri Nov 28 2014
Number of operations attempted: 10
Number of operations skipped : 0
Current seconds left in Life : Forever
Operational state of entry : Active
Operational frequency(seconds): 60
Connection loss occurred : FALSE
Timeout occurred : FALSE
Latest RTT (milliseconds) : 3
Latest operation start time : 16:48:37.653 GMT Fri Nov 28 2014
Next operation start time : 16:49:37.653 GMT Fri Nov 28 2014
Latest operation return code : OK
RTT Values:
RTTAvg : 3 RTTMin: 3 RTTMax : 4
NumOfRTT: 10 RTTSum: 33 RTTSum2: 111

Packet Loss Values:
PacketLossSD : 0 PacketLossDS : 0
PacketOutOfSequence: 0 PacketMIA : 0
PacketLateArrival : 0 PacketSkipped: 0
Errors : 0 Busies : 0
InvalidTimestamp : 0

Jitter Values :
MinOfPositivesSD: 1 MaxOfPositivesSD: 1
NumOfPositivesSD: 2 SumOfPositivesSD: 2
Sum2PositivesSD : 2
MinOfNegativesSD: 1 MaxOfNegativesSD: 1
NumOfNegativesSD: 1 SumOfNegativesSD: 1
Sum2NegativesSD : 1
MinOfPositivesDS: 1 MaxOfPositivesDS: 1
NumOfPositivesDS: 1 SumOfPositivesDS: 1
Sum2PositivesDS : 1
MinOfNegativesDS: 1 MaxOfNegativesDS: 1
NumOfNegativesDS: 1 SumOfNegativesDS: 1
Sum2NegativesDS : 1
JitterAve: 1 JitterSDAve: 1 JitterDSAve: 1
Interarrival jitterout: 0 Interarrival jitterin: 0

One Way Values :
NumOfOW: 0
OWMinSD : 0 OWMaxSD: 0 OWSumSD: 0
OWSum2SD: 0 OWAveSD: 0
OWMinDS : 0 OWMaxDS: 0 OWSumDS: 0
OWSum2DS: 0 OWAveDS: 0

IP SLA反応としきい値のモニタリングの設定：例
次の例では、IP SLA反応およびしきい値モニタリングを設定する方法を示します。次の操作
を実行できます。

• trueまたは falseの条件をアクティブ化する属性の反応を設定します。たとえば、1、5、6
です。

•しきい値を受け入れる属性の反応を設定します。

•追加の threshold typeオプションを設定します。

•アクションタイプのロギングまたはトリガーを設定します。
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configure
ipsla operation 1
type icmp echo
timeout 5000
destination address 223.255.254.254
frequency 10
statistics interval 30
buckets 3

end

configure
ipsla operation 2
type icmp path-echo
destination address 223.255.254.254
frequency 5

end

configure
ipsla reaction operation 1
react timeout
action trigger
threshold type immediate

exit
exit
react rtt
action logging
threshold lower-limit 4 upper-limit 5

end

動作 1はタイムアウトの発生をチェックします。適用される場合、動作 1はトリガーイベント
を生成します。rttキーワードが 5を超えると、エラーがログに記録されます。

動作 1によってトリガーイベントが生成されると、動作 2が開始されます。次の例では、ipsla
reaction triggerコマンドを使用して、反応トリガー動作を設定する方法を示します。

configure
ipsla reaction trigger 1 2
end

IP SLA MPLS LSPモニタリングの設定：例
次の例では、IP SLA MPLS LSPモニタリングの設定方法を説明します。

ipsla
mpls lsp-monitor
monitor 1
type mpls lsp ping
vrf SANJOSE
scan interval 300
scan delete-factor 2
timeout 10000
datasize request 256
lsp selector ipv4 127.0.0.10
force explicit-null
reply dscp af
reply mode router-alert
ttl 30
exp 1
statistics hourly
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buckets 1
!
!
!
reaction monitor 1
react timeout
action logging
threshold type immediate
!
react connection-loss
action logging
threshold type immediate
!
!
schedule monitor 1
frequency 300
schedule period 120
start-time 11:45:00 July 4
!
!
mpls discovery vpn
interval 600
!
!

LSPパスディスカバリの設定：例
次の例では、LSPパスディスカバリの設定方法を説明します。

configure
ipsla
mpls lsp-monitor
monitor 1
type mpls lsp ping
path discover
path retry 12
path secondary frequency both 12
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